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			プロローグ

　長い赤茶の髪はカツラの中に押し込んでどうにか隠した。

　ささやかな胸のふくらみは、少し厚着をした上に制服の上着を着てしまえば案外わからなくなる。それはそれでちょっとむなしい気もするが、もともと絶壁と言ってもいいほどの胸だ。こういう場合は都合がいいじゃないか、これはまだまだ成長期だから大丈夫だとこっそり言い訳をして納得することにした。

　鏡に映る自分の姿を見て、イーリスは満足げに笑う。

　短い髪に、細く平らな身体。にっこりと笑ってみせても鏡の中には人懐っこそうな少年がいるだけだ。

「どうルーカス！　けっこうしっかり男の子に見えると思わない!?」

　イーリスが振り返ると、そこにはベッドに腰掛け、呆れた顔をしている双子の弟のルーカスがいる。

　イーリスが今着ているのは、このヴェランデル王国でも名の知れた名門カールソン学園の制服だった。貴族の子息が通う伝統ある男子校である。

　長い髪を隠し、少女らしい身体のラインを誤魔化して、そしてこの制服を身に纏う。それだけでイーリスは小柄な少年に見えるようになる。誰がどう見ても男の子だ。

「まぁね、僕にはなりきれないだろうけど、男の子には見えるよ」

「そうね、ルーカスには見えないわ。不思議よね、顔は同じだけど」

　明るく活発なイーリスに比べて、ルーカスは冷静沈着で何事もクールだ。そういった内面が顔にも出てくるのか、顔はそっくりでも同一人物には見えない。双子なのに不思議ね、とよく言われる。

「なんにせよ、男の子に見えるなら問題ないでしょう？　これで私は堂々とカールソン学園に行けるわ！」

　イーリスはきらきらした目でルーカスを見つめた。

　そんな双子の姉を見て、ルーカスはため息を零す。繰り返すようだが、カールソン学園は男子校である。当然、女性であるイーリスには通うことはできない。

「一応、念のためもう一度聞いておこうかな。本気？」

　これまでルーカスは何度も確認した。いくらイーリスがおてんばでじゃじゃ馬な少女であっても、曲がりなりにもルンダール伯爵家の次女である。貴族の娘として育てられたご令嬢だ。詩歌の朗読や刺繍よりも、外で駆けまわったり乗馬することが好きなイーリスであっても、だ。

　そんなイーリスが男子しかいない学園に行くなんてありえないし、あってはならない。

「本気も本気よ！　当たり前じゃない！」

　しかしイーリスはルーカスの問いに、ぐっと拳を握りしめて真剣な顔をした。決意に満ちたその顔に、ルーカスはこれはきっと何を言っても無駄だろうと、また小さくため息を吐き出す。

「リネーアお姉様の婚約者になる人がどんな男なのか、この目でしっかりと見極めるためにも、私は学園に行くのよ！」

　握りしめた拳を突き上げて、イーリスは高らかに宣言したのだった。



	
			第一章

　そもそもの始まりは、一週間ほど前のことになる。

　ルンダール伯爵家にはイーリスとルーカスの他に、二歳上の美しく聡明な姉がいる。イーリスのおてんばっぷりにも動じず穏やかに微笑んで見守るような、心やさしい姉だ。

　その姉が、その日は外出から帰ってきたとき、ふわふわと夢見心地でいた。

　大好きな姉を出迎えたイーリスはびっくりしてしばらく口が開いたままになった。姉のリネーアはいつも穏やかに微笑を浮かべ、背筋はぴんとしていて、立ち姿はまさに水仙のような美しさがある。その姉が、頬を赤らめ目をうっとりと潤ませて、そわそわと落ち着かない様子だったのだ。

「お、お姉様？　いったいどうなさったの？　なんだか少し……」

　変だわ、と言うのはなんだか躊躇われてイーリスは言葉を濁した。

　普段とは違う。けれど変という一言で済ませていいものだろうか。嫌な予感にイーリスは表情を曇らせた。

「え？　ええ……その、なんでもないのよ。気にしないで」

（なんでもないはずがないわ!?）

　だって今も頬は赤いままだし！　いつもならまっすぐイーリスを見つめてきてくれるはずのリネーアはなんだか気まずそうに目を逸らすし、これを異変と言わずして何を異変だと言うのか！

　問い詰めようか、いやしかし……とイーリスは困り顔でリネーアの周りを仔犬のようにぐるぐると付きまとう。リネーアはそんなイーリスが目に入っているのかいないのかわからない様子で、ぼんやりとしていた。

「あらあら、リネーア。まるで恋する乙女みたいな顔をしているわね」

　通りがかった母がリネーアの顔を見てくすくすと笑う。

「こっ……！」

　恋という単語ひとつで、リネーアの顔は真っ赤になった。それはもう、つまりそういうことだった。

（こい……恋!?　お姉様が!?　恋!?）

　衝撃だった。

　頭に雷が落ちたんじゃないかと思うくらい、イーリスにとっては衝撃的だった。

「こ、恋なんて……！　その、今日たまたま外出先で親切にしてくださった方がいらっしゃって、その……」

　真っ赤になったままリネーアがそんなことを言っているが、母はにこにこと嬉しそうに笑っている。

「リネーアも十八歳ですものね、そろそろ婚約を考えるべきかしら」

（こ、婚約ぅ!?）

　ちょっと待ってほしいそれはいくらなんでも話が飛躍しすぎでは!?　とイーリスは口をぱくぱくさせたけれど、母は上機嫌でリネーアからあれこれと聞き出している。小声で恥ずかしそうにリネーアは話しているが、その内容は混乱しているイーリスの耳にはさっぱり届かなかった。

　しかも母はそのまま攫うようにリネーアを連れて行ってしまったではないか。気づいたらイーリスは呆然としたまま廊下に立ち尽くしていた。

（恋。お姉様が、恋……）

「イーリス、大丈夫？　壊れてない？」

「だ、大丈夫じゃない……！」

　一部始終を見ていたらしいのにまったくフォローしてこなかった双子の片割れは、イーリスががっくりと膝をついたところでようやく声をかけてきた。遅すぎる。もっと早く声をかけてほしかった。

　イーリスは姉のリネーアが大好きだった。理想そのものと言ってもいい。いつも明るく朗らかで、他人にはやさしく自分には厳しい。いつだってイーリスの味方をしてくれる、大好きな姉だ。

　そのリネーアが恋。そしてまさかの婚約。

「婚約なんて早すぎるわ！　あと十年くらいは私だけのお姉様でいてほしいのに！」

「十年も経ったら立派な行き遅れじゃないか。君、姉さんをそんな不名誉な目に遭わせるつもり？」

　十年後のリネーアは二十八歳だ。貴族の娘としてその年まで未婚というのはありえない。むしろ既に二、三人、もしかしたらそれ以上の人数の子どもを産んでいる年齢だろう。

　わかっている。イーリスのわがままが通るはずがないということも、あんなに素敵な姉を放っておく男がいるはずもないということも。

「ぐっ……せ、せめて五年……！」

「五年でもちょっと厳しいな。そもそも今まで婚約者がいなかったのがおかしいくらいだし」

　ルンダール伯爵家はそれなりに長く続いた、それなりに名のある貴族である。一族揃ってあまり出世欲がないのか重役につくようなこともないが、憂き目に遭うようなこともない。

「それはそうよ！　あんなに綺麗であんなにやさしいリネーアお姉様の魅力がわからないなんて世の中の男の人たちの目は節穴なんじゃないの!?」

「それ、君が原因だって自覚はある？」

　ルーカスがばっさりと切り捨ててきたので、イーリスは「うぐ」と口籠もった。

　実のところ、イーリスの前科はひとつやふたつではない。リネーアはイーリスの贔屓目をなしにしても美しく聡明な令嬢で、今までだって何度も婚約の打診はあったのだ。

　リネーアが婚約者となるかもしれない男と会うときは、イーリスは必ず同行した。最初は「かわいい妹さんだね」と微笑ましそうにしていた相手も、まるで動物のように威嚇してくるイーリスに困惑し始め、最終的には「こんなに面倒な妹がいるのならこの話はなかったことにしてくれ」と断ってくるので、リネーアは婚約を結ぶまでには至っていない。

　リネーアは本当にやさしい姉で、そんなイーリスを「仕方ない子ね」とやんわり諭すばかりだった。もともと彼女は相手になんの感情もなかったからだろう。

　しかし今回は違う。

　だってあの様子ではどう見てもリネーアは恋に落ちている。

「ルーカスどうしよう！　お姉様の心がどこかのろくでなしに奪われてしまったかもしれないわ！」

「ろくでなしかどうか決めるのは早いんじゃないの？」

　ルーカスの指摘はいちいち的確だったが、ますますイーリスを焦らせた。

　ろくでなしはダメだ、絶対に阻止する。しかしろくでなしでなかったら、婚約話はあっという間に進んでしまう。

「気になるならどんな人なのか聞いてくればいいじゃないか」

「それよ！」

　今まさにリネーアと母はその話をしているはずだ！　とイーリスは二人がいる居間に駆け込もうとしたのだが、その扉の前で使用人に止められた。

「なんで入っちゃダメなのよ!?」

「申し訳ありません、奥様にお嬢様を入れないようにと申しつけられておりまして」

　長年ルンダール家に仕えている使用人たちは、母がイーリスを警戒する理由をよくわかっていた。それならとイーリスが外から盗み聞きしようとすれば庭師に捕まるし、使用人の隙を狙って部屋に入ろうとしてもまた別の使用人に阻止される。イーリスのおてんばっぷりにはルンダール家の誰もが慣れていた。



　結局、イーリスはリネーアが恋をしたという相手の話をさっぱり聞くことができなかったのだ。

　諦めきれずに夕食のあとリネーアに泣きついてみたが、リネーアは困った顔をするだけで教えてくれない。

「ごめんなさいね、お母様からイーリスにはまだ内緒にしてなさいと言われているの」

「そんなぁ……！」

　リネーアなら教えてくれるはずだと信じていたイーリスは、既にここにも母の妨害があることを知らなかった。

　どうしてもダメ？　絶対ダメ？　とおねだりしてみても、よほど母から強く言い聞かせられているのか、リネーアは頷いてはくれなかった。

「なんで!?」

　イーリスはすっかりいじけて、ルーカスの部屋に駆け込んだ。ルンダール家の中はリネーアの恋を応援するムードでいっぱいになっていて、こういう愚痴を言えるのはルーカスくらいしかいなかったのだ。

「そりゃそうだよ。君にどこの誰かを教えたら、相手の家に殴り込みに行くだろう？」

「殴り込みになんて行かないわよ！　穏便に話をしに行くだけよ！」

「君に限って言えば同じだよ」

　きっぱりとルーカスに言い切られて、イーリスは唇を尖らせた。

　違う、ちゃんと話をするつもりはある。結果的には殴り込みのようになっているかもしれないだけで。

（お姉様が好きになるような人なら、もしかしたらとても素敵な人かもしれないじゃない!?）

　こんなイーリス相手にもおおらかに接してくれるかもしれないじゃないか。それならイーリスは千歩くらい譲って婚約を認めてあげてもいい。むしろそのくらい懐の深い男でなければリネーアの婚約者だなんて認めない。

　家族や屋敷の人々はリネーアの恋にすっかり浮かれている。こんなときだからこそ、誰かがしっかりしなくては！　婚約ともなればより慎重になるべきだとイーリスはぐっと気合いを入れる。

「お姉様の相手がどんな人なのか、私がきっちり見極めなくちゃダメよね！」

「……やっぱりこうなるのかぁ……」

　はぁ、とため息を吐き出すルーカスの呟きはイーリスにはさっぱり聞こえていなかった。



　翌日、イーリスは懸命に相手の情報を集めた。リネーアや母に直接聞いてもはぐらかされてしまうので、使用人たちの噂話に耳を傾けたり行儀が悪いけど母とリネーアの会話をこっそりと立ち聞きしたり、本当にいろいろやった。

　──結果、わかったのはたったふたつだけだ。

　相手はどうやら金髪の青年らしいということ。

　そしてどうやら、カールソン学園に通っているらしいということ。

「だったら学園の金髪の生徒で近頃令嬢と知り合ったとか、令嬢を助けたとか言っている人を探せばいいじゃない！」

　なんていってもリネーアは美人だ。美人とお近づきになったなんて絶対に自慢になるに違いない。それなら周囲に話しているだろう。

「完璧だわ！」

「どこが？」

　ルーカスの冷め切った声にもイーリスはめげない。

「どこからどう見ても！　これでかなり絞れるはずでしょ!?」

「百歩譲ってその条件で探したとして、どうやって君が学園に入るのさ。あそこは男子校だし、普段は生徒や関係者以外の出入りはできないよ」

「うぐぐ……」

　ルーカスの言葉は意地悪だし容赦はないが、真実でもある。

　貴族の子息が通う学園というだけあって、警備は厳重だ。門には必ず守衛がいる。部外者がひょっこり顔を出したところで追い出されるだけだろう。

（どうにかして私が学園に行く方法はないかしら……）

「ルーカスの忘れ物を届けに行くとか……？」

「僕が学園に行っていないの知ってるくせに」

　イーリスがどうにか案をひねり出しても、ルーカスがばっさりと切り捨てる。ルーカスはカールソン学園の生徒であるものの、授業がつまらないと言って試験のときくらいしか学園に行かないのだ。それなのにしれっと首席をとってくるのだからルーカスの頭の出来はイーリスとは全然違う。

「ちょっとくらい協力してくれてもいいじゃない！」

「協力してるだろ。こうしてイーリスの話を聞いてあげてる。忘れ物を届けるくらいじゃ人探しなんて無理だし、そもそも守衛に預ければ済む話だよ」

「う、うう……！」

　正論をぶつけられてまたもやイーリスは反論できなくなる。せめて気持ちだけは負けるものかと自分と同じ顔を睨みつける。

　イーリスとルーカスは双子だ。赤茶の髪も、青い瞳もまったく同じ。リネーアほど美しくはないが、それなりに整った愛嬌のある顔立ちをしている。

　ただ活発なイーリスはそれが顕著に顔に出ていてころころとよく表情が変わるけれど、物静かなルーカスは表情の変化が乏しい。並んでいても似ているようで似ていないとよく言われるが、パーツそのものは同じだ。

（──そうだわ！）

「私が生徒の格好をして学園に入ればいいんじゃない！」

「はぁ？」

　名案だと言わんばかりの笑顔のイーリスに、ルーカスは眉を顰めた。

「だって私とルーカスは背格好も近いし、顔は同じだし、着ているものを変えたら私も男の子に見えるってことじゃない？」

　女の子だからカールソン学園には入れない。それなら、男の子になればいい。忘れ物を届けに行くなんてことよりもずっと簡単なことだった。

「制服ならルーカスのがあるでしょう？　どうせ学園に行かないんだもの、私が着たっていいじゃない！」

　これなら門前払いされることもなければ、じっくり堂々と人探しもできる。

「はぁ……間違っても授業には出ないでね」

「出ないわ！　出てもたぶん全然わからないもの！」

　学年首席のルーカスがさっぱり授業についていけないなんて姿を晒したら、すぐに偽物だとバレてしまう。それくらいはイーリスだって予想できる。

　かくしてイーリスは、男装してカールソン学園に行くことにしたのである。

　最愛の姉の婚約者になるかもしれない男がどんな人なのかを見極めるために。


＊　＊　＊


　カールソン学園には寮もあるが、王都に屋敷のある貴族はたいてい屋敷からの通学を選ぶ。朝は学園の周辺に送迎の馬車がたくさん並ぶことになるのだ。

「徒歩で行けなくもない距離なんだけどなぁ」

　歩いたら屋敷から三十分ほどかかるだろうか。しかし馬車でもこうして混雑して待たされるので、同じだけの時間がかかる。無駄だなぁ、とイーリスは呟いた。

（授業に出る気はないから遅刻しても良かったけど、あんまり目立つのは良くないってルーカスが言っていたもんね）

　イーリスの目的は姉の婚約者となる予定の青年を探し出すことと、その青年がどんな人間なのかしっかり見極めることだ。綺麗な女性の前では男の人は誰だってかっこつける。素の姿はものすごくだらしないかもしれないし、ろくでなしかもしれない。

　長い馬車の待機列から解放され、ようやく学園の中に入れたイーリスはすっかり疲れていた。来るだけでこれではルーカスも不登校になるわけである。

　カールソン学園の校内地図は頭に叩き込んできた。教室のある校舎の他には大きな図書館や乗馬の訓練のための馬場もあるし、広いグラウンドもある。

（えーと……授業をサボるには北の林がいいんだったっけ？）

　教室に行けば必然的に授業を受けなければならないので、イーリスは隠れる必要がある。情報収集は昼の食堂がいいだろうと目星はつけておいた。人も多いからイーリスが目立つことはないし、噂話も飛び交いやすい。

　教師に見つからないようにと願いながら北の林まで移動する。そろそろ木々が見えてくるはずだ。

　──しかし。

「あ、あれぇ……？」

　イーリスがたどり着いたのはなぜか北の林の反対側にあるはずの図書館だった。

（なんで!?　どうして!?　私はしっかり北に向かったはずでしょ!?）

　きょろきょろと周囲を見回して確かめるが、どこからどう見ても図書館だ。

（ルーカスが描いて教えてくれた地図が間違っていたとか!?　……ありえないわねそれは！）

　頭のいいルーカスが間違えるなんてことがあったら、きっとそのときのルーカスは熱でもあったのだろう。覚えた地図に間違いはない。イーリスの頭がよほど残念でなければ覚え間違えたなんてこともないはずだ。

「……ってことはつまり、またやっちゃったのかぁ……」

　イーリスは大の方向音痴だった。

　いつもいつも目的地とはまったく反対の場所に向かっている。それなら元から反対の場所を目指したら目的地にたどり着くはず！　と試したところ、てんで知らないところに着いてしまって困り果てたこともある。

（まぁ広いと言っても校内だし！　たぶん大丈夫よきっと！）

　今度こそと気合を入れてイーリスは北の林を目指す。

　十分ほど歩いたところでなぜか教室の並ぶ校舎に着いてしまったのでイーリスは自分の方向音痴っぷりに絶望した。

（これじゃあ情報収集どころじゃなくない!?）

　ひとまず教室からは離れないと！　と半泣きで校舎を離れる。ここから北の林に行くならどの道を通ればいいんだったかと必死に思い出そうとするけれど、もはや自分の頭に叩き込んだ地図さえ信用できなくなってきた。

　どうしてこんなことに！　とぎゅっと目をつぶって走ったせいだろう。曲がり角に気づかず、現れた人物とぶつかった。

「うわっ」

「きゃっ」

　ぶつかった衝撃で、イーリスは盛大に尻もちをついた。体格差があったせいでイーリスだけが弾き飛ばされるような形になってしまったらしい。

「いたた……」

「悪い、気づかなかった」

「いえ、こちらこそ前もよく見ずに走っていたので……」

　ごめんなさい、と言いながらイーリスは顔を上げる。相手はまったくダメージがなかったらしい。背の高い金髪の男子生徒がこちらを見下ろしていた。

（わぁ……なんだかすごく綺麗な人……）

　もちろんイーリスにとって世界で一番美しいのは姉のリネーアだが、この人はそういうのとは違った。

　均整のとれた身体は男らしさがあるのに雄々しさはあまりなくて、ほんのりと甘い顔立ちをしているものの甘ったるくはない。金の髪に映えるエメラルドのような緑の瞳が印象的だった。

「おい、大丈夫か？」

　尻もちをついたままぽかんと見上げていたイーリスを見て、青年は眉を寄せる。

「え、あ、大丈夫です！　こう見えても頑丈なので！」

　慌ててイーリスは立ち上がり、ぱたぱたと土埃を払う。

「こんなところで何してんの？　もう授業は始まってるけど？」

（そういうあなた様も何をしているんでしょうか……！）

　青年が着ているのはイーリスと同じ、カールソン学園の制服だ。ネクタイの色が深緑なのは確か三年生だったはず。授業中にこんなところにいるのだから、イーリスと同じく授業をサボっているということだろうか。

「そ、その、迷子になっておりまして……」

「いや一年だとしても、入学してもう二ヶ月は経ってるんだけど」

　迷子になるはずがないだろ、という目に、イーリスは悔しそうに唇を噛んだ。

「生まれつきものすごい方向音痴なんですよ……！」

　どうやっても目的地にたどり着けないくらいには！

　イーリスがこの学園の正式な生徒で、毎日きちんと通っていたとしても迷子になる自信がある。だって建物はどれも煉瓦造りで、ぱっと見ただけじゃ違いはわからない。学園のあちこちには木々が植えてあるせいで目印らしい目印もないし、方向音痴には不親切な作りだ。

「だとしても校舎はおまえの後ろ、おまえが走ってきた方角だろ」

「いやその、北の林に向かっておりまして……？」

「なんで？」

（なんで!?）

　授業をサボるためですが!?　とはさすがに言えない。いや同類である彼にはイーリスを責める資格なんてないのだが、もしかしたら自習時間だったりするのかもしれない。

「さ、探し物をしていて……？」

　とりあえず当たり障りのない理由を告げると、青年の目は「へぇ」と面白がるように細められた。

「探し物って、授業をサボってまですること？」

（うう！　いきなりそこを突いてきますか!?）

　真面目な生徒ならどんなに大切なものであっても授業をサボる理由にはしないだろう。イーリスだってもちろん授業をサボりたいわけではない。サボらないと入れ替わりがバレるから仕方ないのだ。

「は、母の形見のハンカチなんです！　昨日林でなくしたみたいで！　それがないととてもとても落ち着かなくて授業も身に入らないので！」

「へぇー」

（絶対に信じてない！）

　青年の乾いた笑みにイーリスはますます居心地が悪くなった。もうなんと思われてもかまわないから、ここから立ち去ってくれないだろうか。あるいはイーリスが立ち去るのを気にせず見送ってくれないだろうか。

「じゃあこんなところにいないで、頑張って探してくれば？」

「ええそりゃもちろん！　迷っていなければとっくに林の中を探しているはずなんですけども！」

　どうやら授業をサボることは見逃してくれるらしい。やけくそになりながらイーリスがそう言うと、青年は目を丸くした。

「え。おまえ、迷子なのは本当なの？」

「本当ですよ！　林に向かったはずなのに図書館に着くし、そのあとは校舎にいるし、困ってるんですよなんなんですかここ迷路ですか!?」

　イーリスは半泣きになりながら答える。涙目で睨みつけるイーリスに、青年は「ぶはっ」と吹き出した。

「そこまで方向音痴な人間初めて見たわ」

「それはどうも」

　青年のツボにハマってしまったらしい。ぶすっと不機嫌そうに返事をしたイーリスにますますおかしそうに笑っている。

（しっつれいな人！　もう放っておいてもいいかな!?）

　見逃してくれるというのならイーリスがこの青年の相手をする必要はない。こっちは真剣に迷子になっているのにけらけらと笑われるのは面白くないし、それじゃあと切り出そうと思ったときだった。

「北の林ならここをまっすぐ進みな。横道に逸れるなよ」

「え……」

　青年がまっすぐに指を差した方角を見てイーリスは目を丸くする。

「それでも迷ったら天才だわ。じゃあな、教師に見つかるなよ」

　くるりと青年は踵を返し、ひらひらと手を振る。

「え、あ、どうも……？」

「別に。面白かったからそのお礼？」

　顔だけ振り返り、くすくすと笑う姿にイーリスは複雑な気持ちになった。笑わせたくて方向音痴であることを教えたわけじゃないのだが。

「嬉しくないですね……」

　しかしおかげで北の林にはたどり着けそうだ。そのまま休憩時間までこっそりと大人しくしていよう。

　それじゃあ、とイーリスが頭を下げると青年は「あ」と思い出したように口を開く。足を止め、振り返ったままの青年がイーリスを見つめてきた。

「おまえ名前は？」

「イ……ルーカスです」

　つい本名を名乗りそうになって、慌ててルーカスの名を告げる。イーリスは女性名だ。まだ何もしていないのにここで女の子だとバレるわけにはいかない。

「そ。じゃあ気をつけてな」

「え……」

（名前を聞いたならそっちも教えるべきじゃない!?）

　意地悪かと思えば親切で、しかし最後はとんでもなく礼儀知らずな人だ。まったく、とイーリスがその場を立ち去ろうとしたときである。

「エドガー、こんなところにいたのか。自習時間終わるぞ、早く戻れよ」

　他の男子生徒の姿に、イーリスは咄嗟に物陰に隠れた。はいはいとおざなりな返事が聞こえる。

（エドガー……ふぅん、エドガーっていうんだ）

　本人から名乗られはしなかったが、偶然にも知ることができた名前を頭の片隅に書き留める。別に深い意味はなかった。

「めんどくさいからこのままサボろうかと思ったんだけど」

「おまえなぁ……そういえばさ、おまえこの間綺麗な令嬢とお近づきになったって聞いたけど本当？」

「どの綺麗なご令嬢の話かねぇ。困っていたところに手を貸したことはあったかもしれないけど」

　聞こえてきた会話にイーリスは思わず叫びそうになって自分で自分の口を塞いだ。

（な、な、な、なんですってぇ!?）

　そして口を塞いだまま、ちらりとエドガーを盗み見る。既に遠くに行ってしまったので会話は聞こえないけれど、容姿は遠目でも簡単に判別できる。

（……金髪じゃない！）

　どこからどう見ても金髪だ。そして今の会話の内容からすると、これはもしかしてもしかするのかもしれない。

　だってこの学園の金髪の生徒が、困っていた令嬢に手を貸したなんてことがそう何度も起きるだろうか？　金髪の人はこの王国でも多いほうだろうけど、それでも条件にあてはまる人間がそんなにたくさんいるとは思えない。

（あの人がお姉様の婚約者に!?　確かに顔はいいかもしれないけど、中身はちょっと……いや悪い人ではないかもしれないけど……？）

　結果的にイーリスも親切にしてもらったわけだし、ろくでなしだと断言するのはちょっと早い気もする。

（──よし、とりあえずあの人を調べてみよう！）



　その日、イーリスは早速食堂でエドガーを探してみたものの、彼の姿はなかった。

　仕方なくエドガーの観察は諦めて、噂話はないかとそのまま食堂で耳を澄ませてみたけれど、これといって特に有益な情報はない。エドガー以外には『綺麗なご令嬢とお近づきになった』なんて類の話は聞こえてこなかった。

　つまりはかなり高確率でリネーアの相手はエドガーということになる。

　帰宅後、イーリスは真っ先に自分の部屋に飛び込んだ。ルーカスはイーリスが学園に行っている間、イーリスの代わりに部屋にいるフリをしてくれているのだ。

　今日一日の報告をしたところ、エドガーという名前だけでルーカスは家名まであっさり答えた。

「それ、エドガー・グランホルムでしょ」

「な、なんでわかるの……!?」

　イーリスがあれからこっそりと情報収集をした結果わかったことは、ほとんどなかった。年齢はネクタイの色でリネーアと同い年ということがわかったものの、家名ひとつ知るのにも時間がかかったのに！

「けっこう有名だからね」

　学園でも、社交界でも、とルーカスは本を読みながら呟く。残念ながらイーリスの交友関係の中ではエドガーの名前を聞いたことはない。

「いろんな女の子を泣かせてるって話だよ。……本当かどうかは知らないけど」

　あまりいい噂を聞かない、ということは、イーリスが今日一日エドガーを調べてみてすぐにわかったことだった。エドガー・グランホルムは女好き、女性を見かけると声をかけずにはいられない。どこぞの未亡人の愛人らしい──なんて本当かどうかわからないものもあった。

　ルーカスの口からも聞かされるということは、かなり有名らしい。

「……そ、そんなに悪い人ではなさそうだったけど」

　はっきりと言い切るにはまだイーリスもエドガーのことをよく知らないから、もごもごと口籠るように呟く。

「じゃあ未来の義兄として合格？」

　ルーカスが面白そうに目を細め、首を傾げる。その問いにイーリスは慌てて首を横に振った。

「いや、それはまだ！　まだ判断できないわ！」

　悪い人ではないが、いい人でもなかった。あれが将来義兄になるのを許せるのか、と問われるとギリギリアウトというところだろうか。

（……噂ってアテにならないところもあるし、やっぱりちゃんと自分で判断しないとダメよね）

「一日程度じゃ全然わからないわ！　ルーカス、この作戦はまだ続けるから！」

　あと数回は学園に行ってみて、遠くからエドガーを観察してみたい。せめてどんな人なのか──噂がどこまで本当なのかわかるまでは。

「はぁ……いいけど、相手がそんな人なら女の子だってバレないようにしなよ」

「大丈夫、わかりっこないわよ！」

　今日だって、守衛もすれ違う生徒も、誰一人としてイーリスが女の子であることに気づいていなかった。間近で会話したエドガーだって平気だったのだ。簡単にバレることはなさそうだとイーリスは自分の男装の完璧さにすっかり自信をつけていた。



	
			第二章

　黒地に赤いストライプの入った制服のジャケットを羽織ると、立派なカールソン学園の生徒になる。鏡の前で自分の男装っぷりをしっかり確認してから、イーリスは部屋を出た。

「じゃあ行ってくるから！　あとはよろしくね、ルーカス！」

「はいはい、気を付けてね」

「ルーカスもね！」

　学園に行くイーリスの代わりにルーカスはイーリスのフリをしているのだから、気を付けるのはイーリスだけではない。

（──といっても、私はお姉様の婚約が決まりそうで不貞腐れているってことにしてるけど）

　イーリスは日中は部屋に閉じこもって誰とも会わない、という状態になっているので、ルーカスはただイーリスの部屋でのんびり読書をしているだけだ。リネーアの婚約について母に何度尋ねてもさっぱり教えてもらえないので、不貞腐れているのは間違いではない。だからイーリスは帰宅後も不機嫌そうな顔をして不満を訴えている。

　一方、不登校児だったルーカスが学園に通っていることは両親も姉もとても喜んでいた。「どうしてその気になったの？」という質問に、ルーカスはいつもの無表情で「別に、ただの気分だよ」と答えている。一応イーリスに協力してくれるつもりはあるらしい。



　そんなわけでイーリスは学園に着くと熱心にエドガー・グランホルムを観察していた。

　男子校では彼が女性にだらしないという現場は確認できないけれど、それ以外のことを探ることはできる。イーリスが既に知っているとすれば、彼はわりと授業をサボっているらしい、ということくらいだ。

（ひとつくらいはいいところがあってもいいんじゃないの……？）

　今のところ褒められるようなところがないので、イーリスとしてはどうしてこんな男があの素晴らしい姉の心を奪ってしまえるのだと疑問しかない。

（一目惚れみたいな感じだから、顔が好みだったとか……？　うーん……お姉様はもっと誠実そうな顔が好みなんじゃないのかしら）

　リネーアとそういう話をしたことがほとんどないので、イーリスの想像でしかないが、そもそもリネーアは顔だけで誰かを好きになるとも思えない。よほどかっこよく、颯爽と、困っているリネーアを助けたのだろう。

　昼休みの混雑する食堂で、イーリスはエドガーの姿がよく見える席にどうにか座ることができた。斜め後ろから見ているので彼にはバレていないだろう。しかしここからではエドガーの顔は見えない。もう見たことがあるから見えなくてもいいけど。

（まぁ……ブサイクではないわよね、綺麗な顔立ちはしてると思う）

　エドガーの顔を思い出しながら、イーリスは彼の手元をじぃっと見つめる。食べ方はわりと綺麗なほうかもしれない。テーブルも皿も全然汚していないみたいだ。

　だがこの学園に通っているのは貴族の子息だ。食べ方が綺麗という程度では褒められない。食事のマナーなんて学園で学ぶ以前に当然知っているべきことだ。

（いやでも食べ方が汚かったりしたら嫌だし、かろうじて加点してもいい）

　イーリスが勝手に点数をつけながらうんうん、と頷いていると、エドガーの向かいに座る彼の友人らしき生徒と目が合ってしまった。

（おっと、いけないいけない、見てることがバレたらダメよね！）

　ぱっと目を逸らしイーリスは自分の食事に集中することにした。


＊　＊　＊


　エドガーが昼食を食べ始めて少ししてからだろうか。背中に刺さるような視線を感じる。悪意かと言われるとそうとも断言できないような、しかし熱心な視線だった。

「……あのさ。おまえ、めちゃくちゃ見られているけど？」

　エドガーの向かいに座る友人のケヴィンが頬を引き攣らせながら言った。ケヴィンには視線の主がよく見えるのだろう。

「そうみたいなんだよなぁ」

　くすくすと笑いながらエドガーはサラダを食べる。エドガーがその視線に気づいたのは登校してすぐのことだった。どこからか見られているような気がして周囲を確認すると、すぐにこそこそとしている赤茶の髪を見つけた。その明るい髪色には覚えがある。

「もしかしてあいつ、そういう趣味だとか？　モテる男は辛いねぇ」

「悪いが男は論外だよ」

　きっぱりとエドガーは言い捨てる。いくら華奢でかわいらしい容姿をしていようが、男はエドガーにとって恋愛対象にはならない。

「その男から熱い視線を受けて鬱陶しくないわけ？」

「んー……まぁ、不思議と今のところは気にならないかな」

　エドガーの返答に、友人は「はぁ？」と変な顔をした。手に持つフォークを落としそうな勢いだ。

「女の子にはやさしいけど男には容赦ないおまえにしちゃ珍しくない？」

　ひどい言い草だなと思いつつ、本当のことなのでエドガーも否定はしない。

「まぁ、相手は子どもだし」

　だがこの校内で迷子になっているような子ども相手に噛みつくほどエドガーはひどい人間ではないつもりだ。

「子どもって言っても、新入生ならたった二歳下ってだけだろ」

　女性相手には年齢を問わず親切でやさしいエドガーだが、相手が男となれば態度は一変する。それはこのカールソン学園でも有名だった。今では穏やかな学園生活を送っているものの、あちこちの令嬢とお知り合いになるとそれに伴って学園で男に絡まれることも増える。狙っていた令嬢を横から掻っ攫われてはたまらないのだろう。

　そういう相手を毎度やり返していたら「女性にやさしくても男には容赦がない」という評価がついただけの話だ。そんなのたいていの男はそうだろうとエドガーは思う。

　学園生活において先輩後輩という立場はあれど、二歳の年齢差なんてあってないようなものだ。小柄で華奢な十六歳もいるけれど、エドガーと体格が変わらないくらいたくましい十六歳もいる。

　ケヴィンの指摘に、エドガーは「確かに」と首を傾げた。



　エドガーが昼食を食べ終えて席を立つと、まるで親鳥を追う雛のように彼は追いかけてくる。

　先日たまたま迷子になっているところに遭遇した、ルーカスという名の少年だ。朝からずっと、授業中以外はエドガーのことを追いかけて観察している。気づかれていないとでも思っているのだろうか。

　少し意地悪してみるか、とエドガーは足早に曲がり角でさっと曲がる。小さな影は慌てたように追いかけてきた。

「えっ……あれっ？」

　曲がってすぐにエドガーの姿が見つからず、想像通りにきょろきょろと周りを見回している。なんてことない、エドガーはただ木の陰に隠れただけだ。

「何か探し物？」

「探し物というか探し人というか……ってうわぁ！」

　背後から話しかけると、その探し人の姿に気づいてルーカスは驚いて飛び退いた。

　青い瞳は明らかに動揺している。探し人本人に話しかけられたのだから当たり前だろう。

「コ、コンニチハ？」

「はい、こんにちは。さっきから熱い視線をどうも」

　にっこりと笑いながらエドガーがそう告げると、わかりやすいくらいに真っ青になっている。その顔には「バレてた!?」と書いてあるようだ。やはり見られていたというのはエドガーの自意識過剰などではなかったらしい。

「俺さ、男に好かれても嬉しくないんだけど」

「え。別に好いてるわけじゃないですけど」

　エドガーがやんわりと、男相手にしてはやさしく拒絶の言葉を伝えると、ルーカスはきょとんとした顔をする。

　それは照れ隠しでもなんでもなく、正直すぎる顔には「何言ってんだこいつ」という感じのことが書かれているように見えた。

「……じゃあ何？　俺の弱みでも握ってやろうって？」

「え？　なんで弱みなんて握る必要があるんですか？」

　好意でないのなら悪意か、とエドガーが冷めた目でルーカスを見下ろす。しかしまたしても彼はきょとんとした顔でエドガーを見上げてきた。

　青い瞳には確かに仄暗い感情なんてない。まるで仔犬みたいに無邪気でまっすぐだった。

「……だったらさぁ、なんで俺のことやたらと見てるわけ？」

　はぁ、とため息混じりに問いかけるとルーカスは「えっ……」と声を零した。言い難いことなのかとエドガーが警戒した瞬間に、ルーカスはこてんと首を傾げた。

「先輩のことが知りたかっただけですけど」

　それは、まるで熱烈な愛の告白とも思える言葉なのに、そこには蕩けるような熱はなく、しかし胸を刺すには十分すぎるほどに直球で、エドガーは思わず言葉を飲み込んだ。他意がないとわかっていても、なかなか反応に困る。

　こういう素直なのはダメだ。慣れていない。

　慣れていないから、対処法も知らない。

「……俺のことが知りたいなら普通に話しかけてくればいいんじゃないの？」

「え!?　いえそれにはおよびませんというかひっそり見ているだけで十分ですので！」

　ぶんぶんと首を横に振りながらルーカスが一歩後ろに下がった。

「遠くから見てるだけじゃ何もわからなくない？」

「いえいえそうでもないですよ!?」

　どうやら彼はエドガーとお近づきになりたいわけではないらしい。遠くから観察しているだけでいいなんて、人のことをなんだと思っているんだろうか。珍獣だとでも思われているようでいい気分ではない。

　だが真っ青な顔で拒否してくる姿を見ていると、かわいそうな気持ちにもなる。

「ふぅん……まぁ好きにしたら」

　エドガーがそう告げるとほっとしたように息を吐く。

　──かわいそうな気持ちにもなるけど、それ以上にいじめてみたくもなる。

　だってエドガー・グランホルムは男にはやさしくないので。

「ただ俺は興味があるから、見つけたら話しかけるね」

「えぇ!?」

　それが嫌なら頑張って気づかれないようにすればいい。

　意地悪く笑ったエドガーに、ルーカスは「えぇ……」と困ったように眉を下げていた。ころころと変わる表情に、エドガーはくすくすと笑った。飽きないオモチャを見つけたような気分だった。

「じゃあまたね、ルーカス」
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　エドガーに観察していることがバレてしまった。

（でも本人から許しが出たんだから、これからは気にせずどんどん見ていられるわよね！）

　過ぎたことを気にしても仕方がない。前向きに考えることにする。エドガーが意外と寛大な人で良かった、とイーリスは胸を撫で下ろしつつ、そのあとの言葉を思い出して「うーん……」と唸った。

（興味を持たれちゃった……そりゃそうよね。じろじろ見てくる人がいたら誰だって気になるもの。見つけたら話しかけてくるって……大丈夫かな？）

　見つからなければいいわけだけど、正直自信はあまりない。いや、あったのだけど、今日でその自信は枯れ果てた。これでもイーリスは気づかれないようにこっそりとしていたつもりなのだ。

　名前もばっちり憶えられているようだし。

「──まぁ、なんとかなるか！」

　これも大切なリネーアのためだと思えばなんてことはない。いざというときは自慢の脚力を使って逃げてしまえばいいのだ。

　廊下でぐっと気合を入れなおしているイーリスを見てこそこそと話す声が聞こえた。

「……ルーカスって……もしかしてあいつ、ルーカス・ルンダール？　首席の？」

「あんなにアホっぽいのに首席なのかよ……」

　どうやらエドガーとの会話が聞こえていて、ルーカスという名前を耳にしたのだろう。まさか名前だけで家名までバレるとは思わなかった。イーリスは視線から逃げるようにして足早にその場を去る。

（ルーカスはちゃんと頭いいわよ）

　イーリスはそんなに頭がいいわけではないけど。

　学園に入学して、その後すぐに不登校になったうえ、学園に行くのは試験のときだけ。試験といっても入学してすぐに行われた試験と、この間あった中間試験くらいのはずだ。だからこそまだルーカスのことを知っている人なんてそういないだろうと思っていたのだが、顔は知らなくても『ルーカス・ルンダール』という名前は思っていたよりも有名らしい。

（もうちょっと慎重に動いたほうがいいのかなぁ）

　ルーカスの名前を使っている以上、彼に迷惑をかけるわけにはいかない。

　とりあえず今日はもうこのまま帰ってしまおう。体調を崩したということにして迎えの馬車を呼んでもらい、イーリスはそそくさと撤退するのだった。



　帰宅したイーリスは家族の誰かに見つかる前にと自分の部屋に駆け込む。使用人とはすれ違ったが、話しかけられないように早足で進んだおかげで、途中立ち止まるようなことはなかった。

「おかえり、イーリス」

「ただいま！」

　イーリスの部屋でのんびりと読書をしているルーカスはこちらをちらりとも見ない。相変わらずクールでつれない双子の弟だ。

「前のときも思ったけど、家を出るときと帰ってきたときが怖いわ。だって家族に見られたら絶対バレるもの」

　使用人たちにも気づかれるかもしれないが、イーリスが無心になっているときの顔はルーカスに見えないこともないらしい。イーリスはいつも馬車に乗るまでと降りたあとは頭の中で馬やハトの数を数えて無心になっている。

「今は誰もいないよ」

「え、うそ」

　緊張しながら部屋に駆け込んだのに、警戒すべき人がいなかったと言われてイーリスは肩を落とす。無駄に疲れてしまった。

「母さんと姉さんはお茶会かなんかに出かけてる。イーリスも誘われたけど不貞寝しているフリして無視した」

「ありがとう……」

　それなら慌てることはなかったなぁと思いながらイーリスは制服の上着を脱ぐ。きっと乳母が見たら「双子とはいえ異性の前ではしたない！」と顔を真っ青にするだろうけれど、今更だろう。ルーカスになら下着姿だって見られても平気だ。

「それにしても帰ってくるの早かったね？」

　今はまだ午後の授業をしている時刻だ。授業に出ないとはいえ、熱心に情報収集をしているイーリスが授業が終わる前に帰ってくるとは思わなかったのだろう。

「うん。私を見てルーカス・ルンダールじゃないかって他の生徒がこそこそ話していたから、今日はとりあえず退散。目立ちたくないし」

　ルーカスのフリをしているイーリスが目立つのはあまりよくない。親しげに話しかけられても困る。

「じゃあ収穫はなかったの？」

「……収穫というか……」

　言っていいんだろうか、と思わなくもないが、イーリスは結局素直に話した。

　──エドガーに観察していたことがバレていた、ということを。

「イーリスって壊滅的なほど隠密行動に向いていないよね」

「うっ」

　ばっさりとルーカスに切り捨てられ、イーリスは思わず自分の胸元を押さえた。返す言葉もない。

「どうして接触して二回目で興味を持たれるかなぁ……。もしも本当にエドガー・グランホルムが姉さんの相手なら、ルーカスだって名乗った年下の男が周りをうろちょろしていたらすぐにルーカス・ルンダールだってわかるだろ。そして婚約後に顔を合わせたら僕とまったく違うルーカスだって気づくしイーリスがやったこともバレるわけだ。ご愁傷様」

「ええええええそれは困る！」

　真っ青になりながらイーリスは叫んだ。困るどころじゃない最悪の展開だ。

「困るなら今からでもやめたら？」

　傷は浅いほうがいいよ、とルーカスは無慈悲に言う。

「やめない！　だってまだあの人がお姉様に相応しいか見極めてないもの！」

　目的を達成していないのに諦めるなんてイーリスにはできない。ましてそれが大好きなお姉様に関係することならなおさらだ。

　キッと強い瞳でルーカスを見ると、彼ははぁ、とため息を零した。イーリスが簡単には諦めないことも、こうと決めたら曲げないことも彼はよく知っているのだ。

「それならいっそ情に訴えてみるとか」

「情に？」

「見極めつつ仲良くなって、バレたときに庇ってもらえばいいんじゃない？」

　確かにそれは有効な手かもしれないが──。

「そこはルーカスが庇ってよおおぉ！」

　もしかすると見捨てそうな双子の片割れに、イーリスはがしっとしがみついた。こういうときの解決策はルーカスのほうがいい案が浮かぶに決まっている。

「僕もこうしてイーリスに手を貸している段階で叱られるじゃないか……」

　むしろ僕のほうが叱られるに決まっている、とルーカスはめんどくさそうな顔をしている。「どうしてイーリスを止めてくれなかったの？」と言われているルーカスの姿がはっきりと想像できてしまった。リネーアのためにと暴走するイーリスを誰も止められないことくらい家族全員が知っているのに、ルーカスはいつもとばっちりを受けるのだ。

「ルーカスのことはもちろん私が庇ってあげるわよ！　それにお姉様が好きになるような素敵な人ならきっと情に訴えなくても庇ってくれると思うわ！」

（だってお姉様が好きになるくらいの人だもの！　広くて大きな心の持ち主に違いないわ！）

　むしろそれくらいの男でなければイーリスは認めない。イーリスが認められないような男なら、その正体を見抜いて婚約を阻止しなければ。そのためにも見極めは大事だし、必要なことなのだ。

「はいはい、エドガー・グランホルムが素敵な人だといいね」

「そうね！」

　力強く頷いたあとで、イーリスはふと思う。

（でもあの人ってそんなに広くて大きな心の持ち主って感じだったかしら……？）

　寛大な一面はあったけれど、どちらかというと面白がって暴露されそうな気がする。
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　それから数日後、イーリスは目立たないようにと心がけながら学園にやってきた。

　残念ながら午前中はエドガーの姿を見つけることはできなかった。教師に見つからないようにと身を隠しつつ過ごし、昼休みになったので寂しそうに鳴き始めた腹の虫をなだめながら食堂に向かう。

（うーん……いないなぁ。今日は諦めろってことなのかしら）

　イーリスが食堂にやってくると、かすかに視線を感じる。目が合ったのはエドガーではなく、見知らぬ生徒だ。ネクタイの色が赤なので、同じ一年生だろう。思わずギクリと身体を強張らせる。

（まさか男装だってバレた？　……いや、ルーカスとして注目されている？）

　だとしたら少しでも賢そうに見えるように振る舞わねばと思うが、賢そうに見えるためにはどうしたらいいのかわからない。普段のルーカスってどんな感じだったっけ、と思い返してもソファに転がりながら本を読んでいる姿しか浮かばなかった。

　昼食の載ったトレイを手に空いている席を探していると、ずしっと頭が重くなる。

「ドーモ、こんにちは」

「ひゃ!?　え、せ、先輩……!?」

　どうやら頭に顎を乗せられているようで、イーリスは振り返ることができずに硬直した。しかしその声は間違いなくエドガー・グランホルムのものだ。

（え、え、こ、これってどうしたらいいの!?　ていうかなんなのこれ!?）

　学園での学生たちの距離感ってこういうものなのだろうかとイーリスが混乱していると、エドガーはすぐに背後から隣に移動してきた。

「あ、あそこ空いてるよ」

「あっ本当ですね。席が見つかって良かったです」

　エドガーが指さした先にはちょうど向かい合わせで二席空いている。他の人にとられる前にとイーリスは急いで席に向かうが当然のようにエドガーもついてきた。

「……ってそうじゃなくて!?　なんで一緒に来るんですか！」

　流されるところだった！　とイーリスがトレイを持ったままエドガーを見上げた。するとエドガーが何を今更と目を丸くする。

「見つけたら話しかけるって言ったでしょ」

「うっ……言いました」

「ついでだし一緒に食べたらいいじゃん」

　エドガーの提案に、イーリスは渋い顔をする。観察対象を目の前にしてゆっくり食事がとれるだろうか。

「えぇ……それは遠慮しま……」

「はい座った。はい決定」

　逃げようかと隙を窺ったが、エドガーはさっとイーリスのトレイを奪い取りテーブルに置いて、イーリスの肩を掴んで無理やりに座らせてくる。

「思った以上に強引！」

「別におまえをとって食ったりしないから大人しく食べたら？」

　そう言うエドガーは既に座ってフォークを握っている。イーリスのお腹が小さく「ぐぅ」と空腹を訴えてきたこともあり、ひとまずイーリスもこのままエドガーと向かい合わせで食べることにした。

「……つーか、それで足りるの？」

　ちらりとエドガーがイーリスの昼食を見て呟いた。

　イーリスのトレイにはローストビーフを挟んだサンドイッチとサラダにスープ、加えてデザートがある。

「足りますけど……？」

（むしろサンドイッチの数が多いくらいなんだけど）

　これでもイーリスは同じ年頃の少女に比べれば食べる量は多いほうだと思う。なんといっても動き回ることが多いので、すぐにお腹が空くのだ。

　しかしたくさん食べると言ってもサンドイッチに挟まれているのは野菜やチーズ、それか卵といったものであることが普通だ。こんなにがっつりお肉！　というサンドイッチならふたつでお腹いっぱいになると思う。

「小食？　だからそんなに小さいんじゃないの」

　小食なんて言われたのは初めてだった。イーリスがきょとんと目を丸くしたあとで、エドガーの昼食を見る。

（……なるほど。男の人ってたくさん食べるんだな）

　サラダとスープは同じだが、それ以外はイーリスの三倍くらいはありそうな量だった。

（ルーカスも私と食べる量あんまり変わらないんだけど……だからあの子、背が伸びないのかしら）

　帰ったらもう少し食事の量を増やしてみたらとアドバイスしてみようか、と考える。ルーカスも、実は小柄なことは少し気にしているのだ。たぶんイーリス以外の家族の誰も気づいていないだろうけど。

「あ、悪い。気にしてた？」

　エドガーに突然謝られて、イーリスはなんのことだろうと思った。そしてすぐに小さいと言ったことを謝っているのだと気づく。

「……いえ。小柄なのは別に気にしてないです。成長期だし、まだ伸びるかもしれないし……」

　イーリス自身はもう背は伸びなくてもいいけど、ルーカスとしてはこう言っておくべきだろう。

「まぁ俺も十六歳のときより背は高くなったし、まだまだ伸びるだろ」

（……これはもしかして励まされてる？）

　なかなかいいところあるじゃないか、と思いながらスープを飲む。話しながら食べているせいで食べるのが遅くなってしまったのだが、エドガーの昼食は既に半分近くが彼の胃の中に消えている。

（いつの間に食べてたの!?　そんなに食べるの早いの!?）

「のんびりしてると授業に遅れるぞ」

　イーリスの食事がまだあまり減っていないことに気づいたらしいエドガーに言われ、イーリスも慌ててサンドイッチを頬張る。

　別に授業には出ないのだから急ぐ必要はないのだけれど、エドガーにサボり魔だと思われるわけにもいかない。



「……うぷ」

　エドガーにつられて慌てて昼食を食べたせいで、胃がびっくりしている。普通にしている分には吐くことはないだろうが、今動き回ると危ないことになりそうだ。

（どうせ私は授業を受けないんだし、どこかでのんびりしよう……）

　エドガーは三倍くらいある昼食をぺろりと平らげて授業に向かった。あんなに食べて平気なのか、むしろまだ少し足りないという顔をしていたけどどうなんだろう。

「ルーカス・ルンダール」

　イーリスが教室ではない方へと向かっていると、背後から名を呼ばれた。ルーカスの名でもすぐに反応できたのは家名のおかげだ。

「……何か？」

　振り返ると不機嫌そうな顔の生徒がいる。知り合いではない。

（赤いネクタイ……一年生だよね。ルーカスの知り合い……なわけないか）

　ルーカスの交友関係は限りなく狭い。だからこそイーリスと入れ替わっても誰も気づかないのだ。

　この学園で本物のルーカスを知っているのは従兄弟くらいだし、その従兄弟もルーカスに似た性格をしているのでイーリスと遭遇しようと放っておいてくれるだろう。

「もう授業が始まるぞ。どこに行く気だ」

（ああ……サボろうとしてるから注意に来たのかな）

　親切心なのか、それともサボりを見過ごせない正義心なのか知らないが今のイーリスにとっては迷惑な話だ。だってイーリスは授業を受けるつもりなんて欠片もないのだから。

「……具合が悪いので保健室に行こうかと」

　これは嘘ではない。量はいつもと変わらないはずなのに慌てて詰め込んだ昼食が現在進行形で胃の中で暴れている。真っ青な顔で口元を押さえてそう告げると、相手も信じてくれたらしい。

「そ、そうか。……付き添いは大丈夫か？」

「大丈夫です必要ないです」

　付き添われたら本当に保健室に行かなくてはならないじゃないか。イーリスはきっぱりと断るとその場から離れた。

　──ルーカス・ルンダールは病弱らしい、という噂が加わったのはそれからである。
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　今日は雨だし、学園に行くのはやめておこうと思ったばかりの朝のことである。

「イーリス」

　朝食のあとで部屋に戻ろうとしているイーリスは呼び止められた。

　ふんわりとやさしく、やわらかなその声は大好きなリネーアのものだ。

（うっ……お姉様！）

　リネーアが大好きなイーリスは笑顔で振り返って、できることなら抱きつきたいくらいだった。しかし今それはできないのである。イーリスは不貞腐れている。だってリネーアの婚約者についてまったく、これっぽっちも、教えてもらえないからだ。

「……ねぇイーリス、まだ怒っているの？」

　悲しそうな姉の声に、胸がずきずきと痛んだ。ゆっくりと振り返ると、そこには世界の誰よりも美しい姉がいる。

「怒っています。だってお姉様とお母様が仲間はずれにするんですもの」

　イーリス自身も、自分が重度のシスコンであることは自覚している。しかしだからといってここまで徹底的に隠されると不貞腐れもする。

「仲間外れとか、そんなつもりはないのよ。でもお母様がまだイーリスには内緒にとおっしゃるから……」

（それはそうだわ、わかっておりますとも。お姉様は意地悪なんてしないもの）

　しかし真面目だから母の言うことにはきちんと従うだけで。それがちょっと今回はイーリスにとって都合が悪いだけだ。

「……でも本当に、イーリスが心配することなんてないのよ？」

「お姉様のことで私が心配しないことなんてありません！」

　リネーアはしっかり者だし、イーリスなんて出しゃばらなくてもたいていのことはうまくいくはずだ。しかしそれとこれとは話が別。イーリスがリネーアを心配しているのは、リネーアのことが大好きだからだ。

　大好きな姉だから、絶対にしあわせになってほしいだけ。

「ふふ、それじゃあまるでイーリスが私のお姉さんみたいね。それも楽しいかもしれないわ」

「私はお姉様の妹のままがいいです……」

　楽しそうに笑うリネーアに、イーリスは俯きながら小さく答えた。



　リネーアは今まで恋なんてしたことがなかった。どんな相手にもやさしく、礼儀正しく接し、誰かを贔屓にすることはない。リネーアにとっての特別は家族だけだった。

　そしてイーリスも同じだ。恋なんて知らない。したことがない。イーリスにとっての世界の中心はやさしい姉で、まぁその近くにルーカスや両親がいるというくらい。

『──ねぇお姉様、恋をしたことがない、恋をしたいとも思わない私は変なのかしら？』

　数年前のことだ。イーリスがしょんぼりと肩を落としながら姉にそう問いかけたことがある。

　お茶会などに参加するたびに周りの女の子たちはそういう話題に花を咲かせていて、いつもイーリスはついていけなかった。誰かをかっこいいと素敵だと胸をときめかせるような経験がなかったのだ。

『まぁイーリス。それは別におかしなことじゃないわ』

　リネーアはふんわりと微笑みながら、はっきりと告げた。

『そうなの？　でも皆、そういう話ばっかりだわ。つまらないって言ったら変だって言うの』

『きっと皆さん、イーリスがかわいいからちょっと意地悪をしたくなっただけよ。だって私も、恋なんてしたことはないもの』

　微笑みながらそう告げる姉をイーリスはほっと安堵しながら見上げた。

『お姉様も？』

『ええ』

『ふふ、お姉様と一緒なの、嬉しい』

　自分だけじゃないのだと思えば安心した。一緒なのが大好きな姉だったから、もう大丈夫だと思えた。

　そうね、一緒ね。そう微笑むリネーアと一緒にいられるのならしあわせだ。何も心配はいらない。

　それで良かった。それだけで良かったのに。

（……お姉様にだけ、特別な人ができてしまった）

　それがなんだかとても寂しくて、心細いのだ。

　置いて行かれてしまった。おそろいではなくなってしまった。子どものままのイーリスを置いて、リネーアは先へ行ってしまう。イーリスよりも大事な誰かと一緒に、遠くへ行ってしまうのだ。

　行かないでと叫ぶこともできず、かといって勇気を出してリネーアを追いかけることもできず、イーリスは同じ場所でただ途方に暮れている。

　いつかイーリスのもとにも誰か来てくれるのだろうか。歩き出せずにいるイーリスに手を差し伸べてくれる誰かが。

　その手をとれば、イーリスもこの心細さから解放されるんだろうか。



	
			第三章

　イーリスは走っていた。本気の本気、全力疾走だ。

　背後からはイーリスを追いかけてくる生徒の声が聞こえてくる。ばたばたと走り抜けていくイーリスを見ても周囲はなんだなんだと笑うばかりで助けてくれる様子はまったくない。ただの他人には楽しく追いかけっこでもしているように見えるのだろう。

　そんな奴らには良識ある貴族の子息である十代後半の男子が仲良く学園内で追いかけっこなんてするものか！　と言いたい。

（もー！　なんでこんなことにー！）



　──事の発端は十数分ほど前まで遡る。

　イーリスがカールソン学園に男装してやってくるのも、もう既に片手では足りないほどの回数を繰り返している。

　結果、イーリスの姿を覚えた生徒が幾人かいるようで、彼らはイーリスをルーカス・ルンダールとして認識しているのだ。さすがにイーリスも覚えられないように努力することはやめた。

　教師の中にもイーリスを見かけると声をかけてくる人がいる。呼び止められ、休んでいた間の課題を渡されることもある。もちろん課題はすべてもれなく本物のルーカスに渡しておいた。ルーカスから終わった課題を「出しておいて」と言われればイーリスは真面目に提出した。

　それが悪かったのかもしれない。

　イーリスが提出しておいたルーカスの課題は、どうやら授業で大絶賛されたらしい。授業に出ていないイーリスはどんなふうに褒められたのかさっぱり知らないけれど。

　それが他の生徒にとっては面白くなかったらしい。授業に出ていない奴がなんであんなに褒められるんだ、と。

「おい」

　いつものように授業を避け教師を避け、エドガーの姿を探していたイーリスに三人の生徒が話しかけてきた。イーリスを呼び止める第一声からして好意的ではないことは明らかだった。

「……何か用？」

「オリアン先生の課題、おまえの口から俺たちに解説してくれないか。わからないところがあってさ」

　一応イーリスは穏便にやり過ごそうと思った。一言二言文句を言うくらいなら聞き流してあげてもいいというくらいのやさしさはあった。

　しかし彼らは嫌がらせのつもりなのかそんなことを言い出したので、イーリスは思いっきり顔を顰めた。

（できるわけないじゃない）

　だって課題をやったのはイーリスじゃない。ルーカスだ。

「おまえが書いたんだからできるだろ？　頼むよ」

（……なるほど！　ルーカスが他の人にやらせていい成績をとってると思われているのね!?）

　そしてそれをここで暴いてやろうというのだ。

　にやにやと笑う生徒の思惑に気づいて、イーリスはため息を吐き出した。

「わからないところがあるなら先生に聞けばいいんじゃない？」

　どうして同じ生徒であるこちらが教えてやらなければならないのだ。親しい間柄でもないんだからイーリスにも本物のルーカスにもそんな義理はない。

（私だったら売られた喧嘩は買うんだけど、ルーカスとしてはそういうわけにもいかないのよね）

　あくまでルーカス・ルンダールとして学園にいるんだから、本物とあまりに違う反応をするとのちのち齟齬が出てくる。

　イーリスは意地悪なときのルーカスを思い出す。不遜に見えるほど態度が大きくて、こちらが反論できないほどの正論を投げてくる。だからいつだってイーリスは言い負かされるのだ。だからイーリスも、今は普段のルーカスと同じように正論で戦えばいい。

「それか自分で調べたら？　人に答えを聞いたって自分の身にはつかないよ」

　……弁明すると、イーリスはこのとき確かに笑っていたけれど、苦笑のつもりだった。わからないことがあるととりあえずルーカスに聞いてみるイーリスに、双子の弟はいつも今イーリスが言ったことと同じことを言うのだ。まさかそれを自分が誰かに言うことになるなんて、と。そういう意味を含めた苦笑いだった。

　しかし相手の目には、まるで見下すように笑ったと見えたらしい。

　──そして怒り狂った生徒三人にイーリスは追いかけられる羽目になったわけである。

　まずいと本能が危機を訴えてきた瞬間にイーリスは地面を蹴り、走り出した。瞬発力にも脚力にも自信はある。追いかけてくる声もだいぶ遠のいてきて、イーリスは速度を緩めた。

（どうにか撒いたかな？　念の為、少しの間隠れてやり過ごそう……）

　さっと柱の陰に身を潜めて様子を窺う。追いかけてくる三人の姿はなかった。

「ルーカス？」

「ひぇ!?」

　ふぅ、と安堵のため息を吐き出した瞬間に声をかけられて、イーリスの足はもつれた。走り疲れていたこともあったのだろう。

（あ、転ぶ……！）

　しかし反射で手を出す前に、伸びてきた腕がイーリスの身体を支えた。近づいていた地面との距離がぴたりと止まる。

「あっぶね……おまえ、ほんと落ち着きないな」

「せ、先輩……」

　支えられたまま顔を上げると、そこにはエドガーがいた。転びかけたイーリスをエドガーが咄嗟に助けてくれたらしい。

　──が。

（む、胸！　胸ーーーー！　腕が！　あたってるんだけど!?）

　助けてくれたエドガーの腕はイーリスの胸元にしっかりとあたっている。いくらささやかな胸とはいえ、触られたらその膨らみに気づいてしまうだろう。異性の手がそんなところに触れている、という状況も相まって、イーリスは顔が真っ赤になった。

「なんか顔赤いけど、熱でもある？」

「イッ……イイエ！」

　熱はない。恥ずかしくて死にそうだけど。

　イーリスはびくりと肩を震わせながら体勢を整える。

　厚着していたおかげだろうか、エドガーはイーリスの性別には気づかなかったらしい。それはもちろんいいことなのだが、女の子としては微妙な気持ちになる。

（む、胸を触られたのに気づかれてないっていうのも悲しいんですけど!?）

　ささやかとはいえ、これでも一応、それらしいふくらみはあるのだ。同年代の少女と比べてもちょっと小さいような気がしないでもないけれど、ドレスのときには寄せて上げてどうにかそれらしくなる程度にはあるんだから、気づかなかったエドガーが鈍感なのではないか。

　頭の中で自分を慰めているが、そうこうしている場合でもない。

「だいたいおまえ、なんでこんなところに隠れて……」

　エドガーが首を傾げながらイーリスに話しかけたときだった。

「くっそ、あいつどこに行きやがった……！」

「あんなに足速くてどこが病弱なんだよ！」

　イーリスを追いかけてきた生徒たちの悪態が聞こえる。柱とエドガーのおかげで生徒たちはイーリスに気づいていないのだろう。

（病弱だなんてこっちは一言も言ってないわよ）

　周りが勝手に病弱だと思っただけの話だとイーリスはべぇと舌を出す。

「……もしかしてあいつらに追いかけられてんの？」

　去って行った生徒三人をひっそりと見送ると、エドガーがぽつりと呟いた。イーリスが隠れているらしいことを察した上で、大人しく壁になっていてくれたらしい。

「まぁいろいろありまして……」

「いろいろねぇ……」

　呟きながらエドガーはイーリスを見下ろす。

「逃げるのも手段のひとつだけど、あんまり舐められてると調子づくぞ、ああいう奴らは」

　忠告してくれているらしいエドガーを見上げる。真剣な顔をしていて、それがなんだかちょっとエドガーらしくないような気もした。もっとふざけて面白そうに笑うと思ったのに、意外にも心配してくれているらしい。

「経験談ですか？」

「俺、そんなに問題児っぽく見える？」

「そこそこに」

　イーリスは包み隠さずにっこりと笑いながら答えた。少なくとも優等生には見えない。

「おまえもな」

　ぐに、と頬をつままれイーリスは「いひゃい」と抗議する。

　そうこうしていると予鈴が鳴った。ぱっとエドガーが手を離す。

「じゃあな」

「はーい……」

　つねられた頬をさすりつつ、イーリスはエドガーを見送った。

　とことこと歩き、数歩で止まる。自分の胸元を見下ろして思わずむぅ、と眉を寄せた。

（……私の胸、小さすぎるのかなぁ……お母様もお姉様もすごく大きいってほどじゃないけど、でもさすがに……）

　バレなくて良かったと思うのと同時に、女の子としての自信がちょっと減った。



　その日は男子生徒たちに追いかけ回されたこともあり、帰宅したイーリスはぐったりとソファに沈み込んだ。やわらかなソファは疲れた身体を癒してくれる。

「……なんだか疲れてる？　何かあった？」

　読んでいた本を閉じながらルーカスが問いかけてくる。

　何かあったと言えばあったのだが、ルーカスに言うほどのことではない。心配かけたくないという気持ちもあったし、そんなことがあったならもうやめればと言われるのも嫌だった。

「んー……何かあったっていうほどのことじゃないわ」

　ソファに沈んだままイーリスは素直に答える。ルーカスから深く追究されれば大人しく白状するつもりだった。

「……ならいいけど。何かあったらちゃんと言ってよ」

「わかってる」

　ルーカスのフリをしているのだから、必要なことは共有するべきだ。

（だとすれば、絡まれたってことも言うべきなんだけど……）

　もしかするとルーカスにとっては嫌味を言われることも絡まれることも日常なのかもしれない。

　いやそれよりも今日はもっと重大な問題に直面したではないか。

「……ねぇルーカス。私の胸って小さいのかな……？」

　自分の胸を見下ろしながらイーリスが問いかけると、ルーカスは手に持っていた本をばさばさと落とした。ギギギ、と軋んだ音がしそうなほどぎこちなくこちらに顔を向ける。

「え……突然何？　……頭でも打った？」

「いやちょっと……厚着したくらいでバレないのも問題かなと思い始めて……」

　最初こそすぐに女の子だとバレてしまうのではと思ったけれど、まったくバレる気配がないことに別の意味で危機感を覚えてしまう。

「今更だと思うんだけど……世間一般的にはたぶん小さいほうだと思う」

　ルーカスにはっきりと言われると諦め半分、納得半分で「やっぱりそうかぁ……」とイーリスはため息を吐いた。

「どうしてそんなこと言い出したの？　別にそんなこと気にしたことないじゃないか」

「どうしてって……」

　だって男の人は大きいほうが喜ぶんじゃないの？　と口に出しそうになってイーリスは自分の口を押さえる。男の人にどう見られるかなんて考えたこともないくせに、どうして今になって？　と自分でもわからずに首を傾げた。

（……どうしてだろ？）

　恋がしたいとか、そういうことを考えたことはないけれど、それにしたって自分が女の子としてまったく魅力がないというのは困る。……困る気がする。


＊　＊　＊


　──調子づくぞ、というエドガーの言葉はまさにその通りだった。

　イーリスが数日おきに学園に現れると、必ず同学年の生徒に絡まれる。三人だったのが一人二人と人数が増えて、今は七人にまで増えた。

　歩いていたら足を引っ掛けられたり、すれ違うときに肩をぶつけられたりするのはもはや日常茶飯事になりつつある。足元は気を付ければ回避できるものの、ぶつかられると小柄なイーリスは尻もちをつくこともままあって、身体は擦り傷などが増えた。これ以上大きな怪我をするとルーカスもしかめっ面になるしリネーアや両親にも心配されてしまう。

「おまえさ、成績がいいからって調子にのるなよ」

　今日もエドガーを探してイーリスが放課後に校内を歩き回っていると、この生徒たちに囲まれて人気のない校舎裏まで連行されたわけである。

（うーん……さすがにちょっと、身の危険を感じるというか……）

　逃げる隙がない。背中は校舎の壁。そして小さなイーリスを囲むように七人の生徒が立ち塞がっている。

　やり返さずに逃げてばかりいたのはルーカスのためだ。乱闘騒ぎ上等くらいの気持ちでいるイーリスだが、そんなことを起こせば彼の評判にも関わるし、ルーカス本人が学園に来たときに絡まれたら困らせてしまう。イーリスとルーカスでは対処方法が違うのだ。彼はイーリスと違って足も速くないし、運動は苦手だから。

（目の前の人を殴って隙を作る？　股間を蹴るとか）

　しかし周りにはまだ六人もいる。どの生徒もイーリスより背も高く体格もいい。喧嘩になったとして、全員を叩きのめすことなんてイーリスにはできない。

（一対一なら……いやせめて三人くらいなら、どうにか隙を作って逃げられたんだけどなぁ。徒党を組むのって女の子だけじゃないんだなぁ……）

　はぁ、とこっそりとため息を零す。女の子たちの集団もイーリスは苦手だ。というより、陰湿なやり方が苦手だ。やるのなら正々堂々とするべきだと思う。男らしくない。今のこの状況もまったく男らしくないけれど。

「おい、聞いてんのかよ」

「なんとか言ったらどうだ」

（なんとか言っても怒るくせに……）

　一発でも大人しくイーリスが殴られたらこの人たちの気は済むのだろうか。しかし顔を殴られでもしたら家に帰ったときに大騒ぎになってしまうし、下手すれば入れ替わりのことがバレてしまう。それはダメだ。

　リネーアの婚約者について調べるために学園に行って、その上で絡まれて殴られました──なんて、リネーアが知ったら泣いてしまう。大好きなお姉様を悲しませるなんてことはあってはならない。

「……そろそろ日も暮れるし、帰っていいですか」

　この人たちに絡まれたせいで、今日はろくにエドガーの観察ができなかった。今日は、というか、最近はずっとそうだ。

　昼休みに食堂で顔を合わせるとエドガーと一緒に食べるけど、それも毎度のことではない。それにイーリスが知りたいのはエドガーの日頃の行動だ。

「おまえ、自分がどういう立場かわかってんのかよ！」

　自分の立場はというと。

　怒鳴られたイーリスは自分の状況を客観的に見て苦笑する。

「多勢に無勢で囲まれてねちねち嫌味を言われてますけど」

「てっめぇ……！」

　本当のことを言っただけなのに乱暴に胸倉を掴まれて、相手が拳を振り上げる。

　その拳を見て、イーリスがぐっと歯を食いしばったときだった。

「おい！　何をしている！」

　第三者の声が割って入ってきたかと思うと、掴んでいた腕が離された。目を開けてみると、知らない上級生がイーリスの胸倉を掴んでいた生徒の腕を押さえつけている。

（──え？　え？　この人誰？）

　くすんだ金の髪の、たくましい青年だった。イーリスの知り合いでないのは確かだ。ネクタイの色は深緑色だったので、三年生だろう。

　イーリスを掴んでいた腕が震えながら離れていった。おかげで呼吸が少し楽になる。

「……妬むのも勝手だけどさぁ、こんなちっさい奴を大勢で囲んで、しまいには殴ろうって？　十分すぎるほど問題行動なんだけど、おまえら自覚ある？」

　生徒たちの背後からやってきたのはエドガーだった。

「あ……」

　見知った人がやってきたことに、イーリスはほっとした。もう大丈夫、と思って身体から力が抜けそうになる。

　やってきた二人の上級生の姿に、イーリスを取り囲んでいた生徒たちの顔色は悪くなった。

「でもこいつが……！」

「こいつがなんだよ。成績優秀な相手にやり返したいっていうなら、おまえらも成績でやり返せよ。だから馬鹿のままなんだろうが」

　エドガーに睨みつけられ、容赦ない正論に生徒たちは黙り込む。その様子を一瞥したあとで、もう一人の上級生が口を開いた。

「──全員、学園に報告するからな」

　その発言に七人の生徒は言葉を失った。報告されたあとの自分たちの処遇を想像したのだろう。

　黙っていられなかったのはイーリスだ。

「えっあの……！」

　イーリスは思わず、助けてくれたその上級生の上着の裾を掴む。

　学園に報告とか、それはイーリスが困る。大いに困るのだ。入れ替わりがバレる可能性もあるし、親には間違いなく連絡が行くだろう。

「お、おおごとにはしないでください、その、怪我はしてないですし……」

「だが……」

　怪我をしたとかしていないとかいう問題でないことはわかる。彼らがやったことは許されることではないし、本来は見過ごすべきではないのだろう。

　しかしイーリスからしてみれば、彼らがルーカスと、ルーカスのフリをしているイーリスに腹を立てるのもわからなくはないのだ。真面目に勉強している身としては、元から不登校のルーカスも、授業をサボっているイーリスも腹立たしく思うだろう。

「……本人がそう言うならいいんじゃない？　ヘルマンもとりあえず今回はそれで」

「そういうわけにもいかないだろう」

　エドガーがまとめようとすると、ヘルマンと呼ばれた上級生はむっと眉間に皺を寄せた。そうするとけっこう強面になる。

「男の面子ってもんがあるだろ」

「それは……」

　そうだな、とヘルマンんはしぶしぶ納得したようである。

（おとこのめんつ）

　便利な言葉だなぁと思いながら、イーリスは肩の力を抜いた。これはあれだろうか。男のくせにいびられて囲まれてタコ殴りに遭いそうだったところを上級生に助けてもらったなんて情けないとか、そういう感じなのだろうか。

「まぁでも……次はないと思えよ？」

　すごすごと立ち去る生徒たちに、エドガーが告げる。その顔を見た一人の生徒は真っ青な顔をしていたが、他の生徒はどんな顔をしていたのか、イーリスからは見えなかった。

「……本当にいいのか？」

　ヘルマンがイーリスを見下ろしてきた。背が高く、イーリスはかなり見上げながら「はい」と頷く。

（顔はちょっと怖めだけど、いい人だなぁ……）

　エドガーのように表情豊かなわけではないので、どちらかと言えば無愛想と思われるタイプなのだろう。茶色の瞳は知的で、よくよく見るととてもやさしい雰囲気があった。

「学園側に報告したって口頭での厳重注意くらいで終わるでしょうし。親に心配をかけるのも嫌なので」

　彼らが教師から注意を受けた程度で大人しくなってくれればいいが、余計に反感を買いかねない。今後のルーカスのことを考えれば、多少妥協しても穏便に済むならそれでいいのだ。

「……それにしても、どうしてこんなところにいたんですか？」

　イーリスが首を傾げながら、エドガーとヘルマンを見る。校舎裏なんて特別な用でもなければ通りがかるようなところではない。

「ああ、それは──」

「いやたまたまだよ。たまたま通りがかったら変な奴らがいるな～と思って。な？」

　答えようとしたヘルマンの言葉を遮ってエドガーが割って入ってくる。妙に明るく振る舞っているようにも感じるが、気のせいかもしれない。

「……まぁ、そんなところだ」

　ヘルマンが苦笑まじりにそう答えるので、イーリスは「そうだったんですね」と微笑んだ。運が良かったことを素直に喜ぼう。

「ありがとうございます。助けていただいて」

「ハイハイ、どういたしまして」

　エドガーのおざなりな返答が彼らしくてほっとする。今までの些細な嫌がらせくらいはどうってことなかったが、さすがに大勢の男の人に囲まれるというのは怖い。平気な顔をしていたけど、今になって指先がちょっと震えている。

　普段通りのエドガーと話していると、だんだんと恐怖が薄らいでいくのがわかった。

「ていうかおまえの迎え、もう来てるんじゃないの」

「あ」

　いつもならもうとっくに迎えの馬車が到着している頃だ。きっと御者はどうしたんだろうと不思議がっているところだろう。

「馬車に乗るところまで送ろうか？」

「え!?　いいえ大丈夫ですよ!?」

　ヘルマンの申し出にイーリスはぶんぶんと首を横に振った。嫌がらせをしてきた生徒たちはとっくにどこかに行ったし、すぐにまた仕掛けてくるような度胸もないだろう。わざわざ馬車に乗るところまで見送られるほど心配される必要はない。

（それに私、今はルーカスなわけだし……男の子相手にこれって普通なのかな？　もしかして女の子だってバレてたりする……？）

　まさかと思いつつ、冷や汗が流れた。いやしかし、男装は完璧なはずだ。小柄で華奢だとしても、その体格はルーカス本人と大きな差はない。少年と言って差し支えないはずなのだ。

「あ、もしかして先輩たちももう帰るところですか？」

　自分が行くついでに見送ろうとしてくれているのかと首を傾げる。するとエドガーが「あー……」と小さく零したあとで口を開いた。

「そうだな、そろそろ帰るか」

「俺は寮だから方向が違うな。エドガー、頼んだ」

　ヘルマンは寮で暮らしているらしい。立ち居振る舞いからするとそれなりの貴族だと思ったのだが、違うのだろうか。

「いや別に送ってやるわけじゃないし」

　勝手に頼むなよと言いながらエドガーは歩き始めてしまう。イーリスは慌ててそのあとを追いかけながら、ヘルマンにもう一度「ありがとうございました！」とお礼を言った。



　生徒の送り迎えのための馬車は既にそのほとんどがいなくなっていた。こんな時間まで学園に残っているのは委員会などの活動をしている生徒くらいだ。

「あ、ほら来てんじゃん」

　遠くにあるルンダール伯爵家の馬車を見つけたのはイーリスよりもエドガーのほうが早かった。本当だ、と思いながらイーリスはあれ？　と思う。

「……先輩に家名を教えてましたっけ」

　名前を聞かれたときにはルーカスとしか名乗らなかったはずだ。もちろん調べれば家名なんてすぐにわかるだろうが、エドガーはなんとなくめんどくさがってそこまでしないのではと思っていた。

（あれ、でもさっき成績がどうのって言っていたような気も……）

「一年でルーカスなんて名前、ルーカス・ルンダール以外に誰がいるんだよ」

「あはは……ですよねぇ！」

　最初に偽名を使うべきだったのかもしれない。今更後悔しても遅いのだけど。

（えっ……じゃあもしかしてお姉様の弟だって気づいていたから助けてくれたのかな？　こ、婚約の話ってどこまで進んでいるんだろう……聞いたら話してくれたりする？）

　せっかくのチャンスだ、情報収集しなければ！　と馬車までの道中をゆっくりと歩きながらエドガーを見上げた。

「せ、先輩はその、婚約とか、そういう話はあるんですか？」

「は？　まぁ……話だけなら年中あるけど。こんなんでも伯爵家の跡取りだし」

「あー……ですよねぇ……」

　聞き方が悪かった。しかし直接的に「うちの姉との縁談話があがってきたりしてますか」なんて聞くわけにもいかない。なんでそんなことを聞くんだと怪しまれるだろう。

「おまえだって似たようなもんじゃないの？」

「え、いや……」

　イーリスには今のところそんな話はない。姉より先に妹の婚約が決まるなんてありえないだろう。

（あ、違う。ルーカスの話だわ。それにお姉様の婚約が決まれば私も……）

　リネーアの縁談がまとまれば、次は当然イーリスだろう。きっとルーカスは一番最後に決まることになるんじゃないだろうか。貴族の娘の縁談は、息子よりも早くまとまることが多い。跡継ぎであるルーカスはエドガーの言う通り話だけはたくさん舞い込んでくるだろうけど、順番としたらイーリスの婚約が先に決められるのだろう。

「そうですね……めんどうだなぁ」

　思わず本音をぽつりと零した。

　イーリスは、今のままでいいのに。今のまま、リネーアというやさしい姉がいて、ルーカスというちょっと生意気だけど頼りになる片割れがいて、毎日が平穏に楽しく過ぎてくれれば、それ以上望むものなんてないのだ。

「めんどうなんだ？」

「先輩はめんどうじゃないんですか？」

　エドガーの口ぶりはめんどくさがっているように聞こえたのだが、違うのだろうか。

「さぁ、どうだろうな」

「なんですかそれ」

　自分のことなのにわからないというような言葉に、イーリスは首を傾げた。

「親が決めた相手っていうのは嫌だけど、自分で探しに行くのはめんどくさい、みたいな」

　自分でもよくわかっていないような口ぶりでエドガーが呟いた。

（……相手を自分で見つけたいけど、まだその気はないってことかな？）

「好きな人はいないんですか？」

　リネーアのことはどうなんだろう。婚約はトントン拍子に進んでいるようだと使用人たちは話しているけど、実はエドガーはあまり乗り気ではないのだろうか？

「いたらそもそも……ってなんでこんな話になってんの。ほら早く帰った帰った」

「あ」

　気づけばルンダール伯爵家の馬車は目の前にあった。情報収集のつもりが普通に話し込んでしまった。

「それじゃあ、先輩。ありがとうございました」

「はいはい」

　ひらひらと適当に手を振るエドガーに、イーリスは思わず笑ってしまう。

　今度ちゃんとお礼を用意しておこう、と思いながら馬車に乗り込んだ。


＊　＊　＊


　──随分と危なっかしい後輩ができてしまった。

　エドガーはそんなことを思いながらため息を吐き出した。

　なんていうか、無鉄砲な小動物という感じだ。たいした牙もなく鋭い爪もないくせに威勢だけは一人前。

　どうやら同級生に妬まれているらしく、ちょっとした嫌がらせをたびたび受けているみたいだった。本人はけろりとしているものの、気の弱い性格だったらかなりのストレスになっていただろう。

　ルーカス・ルンダールは毎日真面目に登校しているわけでもないらしく、こちらはいつ学園にやってくるのか把握していない。前もって聞いておくほど親しくもなかった。そもそも、嫌がらせを受けていると言っても、エドガーがわざわざ気にかけてやるような義理もない。

　けれど見つけたときには思わず声をかける。さすがにみみっちい嫌がらせをする程度の連中は、上級生の姿を見ただけで萎縮した。そんな姿に心の中でべぇっと舌を出す。

　食堂で赤茶色の髪を見つけると、なんとなく楽しくなる。退屈しないランチタイムになるのだと確信する。いないと逆に、少しつまらない。

　その日、エドガーが一人で昼食をとっていると、空いていた向かいの席にヘルマンが座った。

「今日はいないのか」

　ヘルマンはエドガーの友人にしては珍しく、馬鹿真面目なタイプだ。堅苦しいところもあるけれど融通が利かないわけじゃない。わりと空気も読めるし、一緒にいても苦痛にはならない男だった。

「……誰のこと言ってんの」

「近頃はよくあの子と一緒にいるだろう？」

　あの子なんて呼ばれそうな知り合いはたった一人しか思いつかなかった。

「ルーカスのこと？　まぁ会えば一緒に昼食をとる程度の仲だよ」

「そのわりに、この間は必死に探していたようだったが」

　この間、という言葉にエドガーは少しむっとした。すぐに、ルーカスが複数の生徒に囲まれて暴力を振るわれかけていた光景を思い出す。

「別に必死になんてなってないし。見かけたのに今日は全然話しかけてこないなって思って不思議だったから、少し気になっただけだし、最近あいつは妙に絡まれてたからもしかしたらって──なんだよ笑うなよ」

「いや、悪い」

　わずかに上がっているヘルマンの口角をエドガーは見逃さなかった。

　面白がられているらしい。エドガーがまともに先輩をやっているのがヘルマンには珍しく見えるのだろう。それはそうだ、かわいくもないか弱くもない男の面倒なんて、頼まれたってみない。

　でもルーカスは目が離せないタイプだった。そもそも出会いが極度の方向音痴で迷子になっているところだったのだ。その後もエドガーと会うたびにルーカスは追いかけられていたり取り囲まれていたりと実に話題が絶えない。面倒見のよくないエドガーとはいえ心配になるのも仕方ないだろう。

　華奢な身体も、力のなさそうな細い腕も、見上げている丸い瞳も、まるで自分が守ってやらなきゃなんて思わせてくる。

「……いやいや、相手は男だし」

　ぼそりと呟きながらエドガーは自分の中に浮かびかけた庇護欲をかき消す。いくら見た目が女性的であっても、ルーカスは男だ。

　──守ってやらなきゃなんて、思う必要はないはずだ。



	
			第四章

　どんなに晴れた日であったとしても、当然休日に学園に行くことはできない。真面目な生徒は学園の図書館で自習することもあるかもしれないが、あのエドガーに限ってそれはありえないだろう。

　だから今日は、イーリスも男装はお休み。休日を満喫しようと思う。

　イーリスは動きやすい外出用のドレスを着て、ルーカスの部屋の扉を叩いた。

「ねぇルーカス、ちょっといい？」

「何？　どうしたの？」

　声をかけたあと、ルーカスはめんどくさそうに顔を出した。たぶん本を読んでいるところを邪魔してしまったんだろう。

「買い物に行こうと思っているんだけど、一緒に来てくれない？」

「……なんで？」

　ルーカスは首を傾げる。付き添いが欲しいのなら使用人の誰かに頼めばいいだろう、と言いたげな顔だった。

「だってお姉様を誘うわけにはいかないし……」

　まだイーリスは不貞腐れていることになっているので、いつものようにリネーアを誘うわけにはいかない。

（それにできれば男の人の意見も知りたいし）

　エドガーに助けてもらったお礼を渡そうと思ったけれど、どんなものをプレゼントしていいのかわからなかった。甘いものが好きならお菓子でもいいかもしれないが、エドガーが好きかどうかは知らない。無難なものをと思っているけれど、イーリスには何がいいのかさっぱりだった。

「……まぁいいよ。本屋に寄ってもいい？」

「もちろん！」

　ルーカスはやさしいので、なんだかんだでこうして折れてくれることをイーリスは知っていた。



　ルーカスと一緒に家を出て、店が立ち並ぶ王都の中心地へと向かう。馬車を降りてイーリスは「あれ？」と声を零した。通りはいつも以上に人が多く、賑わっている。

「なんだか今日は人が多いね？」

「知ってて出かけるって言ったんじゃないの？　今日はお祭りがあるんだよ」

「お祭り？」

　知らなかった、とイーリスは首を傾げる。

「確か花祭りだったかな。日頃の感謝を込めて、親しい人に花をプレゼントするんだとか」

　庶民を中心に楽しまれるもので、建国祭のような大きなお祭りではないために貴族にはあまり浸透していない。

「じゃあ私はルーカスにプレゼントするわ」

「はいはいありがと」

　双子の片割れにはいつも迷惑をかけているという自覚があるから言ったのに、ルーカスには適当に聞き流されてしまった。

（そんなお祭りがあるって知っていたら先輩にも花をあげたのに……って、男の人に花ってやっぱり変なのかな）

　そもそもエドガーが花祭りの習慣を知っているかどうかも怪しい。

　何度か来たことのある店に立ち寄って、イーリスは「うーん」と唸った。とりあえず店に行けば何かいいものが見つかるかと思ったが、エドガーへのプレゼントは決まらない。

「ねぇルーカス、今何か欲しいものとかある？」

「新しい栞」

　何か参考になったらいいなと聞いてみたのだが、本当にルーカスが欲しいものを教えてくれたのでエドガーへのプレゼントとしては採用できなさそうだ。

（本当の花をあげても嫌がりそうだし、ルーカスにはお花の栞をあげようかな）

　押し花の栞を見つけて、イーリスは数種類ある中から青い花の栞を選んだ。他にもリネーアには花の刺繍の施されたリボンを選ぶ。こうなったら母にも、とスカーフを手に取った。

「ねぇルーカス、お父様には何がいいと思う？」

　大人しく買い物に付き合ってくれているルーカスも、イーリスが誰に何を選んでいるのかわかっているのだろう。

「ハンカチでいいんじゃないの？」

「適当だなぁ……」

　しかし男の人が持っていても不自然ではない花の模様の入った小物というと、ハンカチくらいしかないかもしれない。

（……先輩へのお礼もそうしようかな？　いやでも男の子から花柄のハンカチを渡されても困るんじゃないかな……）

　結局、家族へのプレゼントだけを買って店を出る。すれ違う人々のなかには花を手に持っている人も多く、お祭りらしい空気にイーリスも楽しくなった。きょろきょろと落ち着きなく周囲を見てはルーカスに「落ち着きなよ」と注意される。

　人混みをゆっくりと歩きながら、ルーカスの目的地である本屋へと向かっている途中のことだった。

（──あれ？）

　人混みの中、視界の端を通ったその人にイーリスは足を止める。

「イーリス？　どうしたの？」

　突然立ち止まったイーリスに、ルーカスが振り返りながら問いかける。

「しっ！　ルーカス！　今向こうに先輩がいたの！」

「先輩って……エドガー・グランホルム？」

「そう！　これはチャンスだわ！　学園の外での様子も確認できるじゃない！」

　学園で観察しているだけでは確認できないことは山ほどある。女好きという噂がそのひとつだ。

　イーリスはめんどくさがって逃げようとするルーカスの腕をしっかりと掴んで、エドガーを追いかける。

「ほら、いた！」

　小声でルーカスにそう告げたとき、エドガーが誰かと一緒なのだということに気がついた。隣にいる誰かを見下ろしながら笑っている。

（え）

　それは、小柄な女性だった。イーリスからはその顔が見えないが、エドガーはやさしく微笑んでいる。

（ちょ、ちょっとおおおおおお！　あの素晴らしいお姉様がいながら他の女の人といるってどういうことよ!?）

「……もう噂通りってことでいいんじゃない？」

　ルーカスもエドガーが女性と一緒であることに気づいたらしい。とても冷めた目をしながら呆れた声で告げる。

「ま、まだわからないでしょ……たぶん」

　なんとなくまだ認めたくなくて、イーリスは食い入るようにエドガーを見つめる。人混みのおかげでこちらが観察していることには気づかれていないらしい。

　本屋に行きたいんだけど、と文句を言うルーカスと一緒に街を歩くエドガーと女性のことを尾行した。二人はずっと話をしているみたいだが、離れた距離では何の話をしているのかはわからない。一定の距離を保ったまま、時折見えるエドガーの楽しそうに笑う横顔を見てイーリスはなんだかもやもやと気分が悪くなった。

（何よにやにや笑って！　いい人かなと思っていたけどこんなんじゃ認められるわけな──）

「あ、ここですよ」

「ああ、本当だわ。わざわざ案内してくださってありがとうございます」

　二人の会話の声がはっきりと聞こえたことに驚いてイーリスは足を止める。腹を立てながらずかずかと歩いていたらいつの間にか距離が縮まっていたらしい。

「いえいえ、お役に立てて良かった」

　それじゃあ、と二人はあっさりと別れている。聞こえてきた会話から察するに、エドガーはただ道案内をしただけのようだった。

（な、なんだ……そうだったんだ）

「ほらルーカス、別に噂通りってわけじゃなかったでしょ……あれ？」

　一緒にいるはずのルーカスに話しかけると、隣には誰もいなかった。きょろきょろと周囲を見てみても双子の片割れの姿はない。

「……は、はぐれた……？」

　いつもよりも人が多かったし、イーリスはエドガーを追いかけることに集中していた。いつはぐれたのかもわからなかった。

（ど、どうしよう……）

　被っている帽子をぎゅっと握りしめながらイーリスは青ざめた。

（あ、ルーカスの行こうとしていた本屋さんに行けば会えるかも！　……迷わずに行けたら、の話だけど）

　方向音痴のイーリスが一人で無事に目的地にたどり着くのは至難の業だ。ルーカスもそれをよく知っているはずだから、本屋で合流できるとは考えずにイーリスを探してくれているかもしれない。

（きっと探してくれているだろうから、あまり動かないほうがいいかな……でも、もし本屋さんに行っていたら？）

「──どうかしましたか？」

　投げかけられたやさしい言葉に、イーリスは硬直した。

　これがただの親切な赤の他人だったら、素直に天の助けと思えたかもしれない。しかしそうは思えなかった。

（せ、先輩に話しかけられちゃったんですけどおおおおお！）

　今のイーリスは学園の制服を着ているわけでもないし、カツラを被っているわけでもない。イーリス・ルンダールとしてごくごく普通の格好をしている。普通の、令嬢が着ているような外出用のドレス姿だ。変装しているわけでもないから、顔だけはエドガーが知る『ルーカス』と同じということになる。

　顔を見られてしまったら、『ルーカス』と無関係だとは思われないだろう。もしかしたら同一人物だと見破られて、男装していたことがバレてしまうかもしれない。

（こ、これってどう考えてもまずい状況よね……）

　尾行なんてしなければこんなことには、と思いながらも収穫もあったので後悔はしない。ひとまずはこの危機を脱しなければならないのだが──。

「……もしかして、具合でも悪いんですか？」

　エドガーが放っておいてくれそうにないのが問題だ。

「いっいえ！　その、連れとはぐれてしまっただけで……」

　とにかく顔を見られてはいけないと、イーリスは帽子を深く被り直す。いつまでも無言を貫くわけにはいかないから、いつもより声を高めにして答えた。

「それはお困りですね、よければ一緒に探しましょうか？」

（いやいやいや！　親切なのはいいことだけどルーカスに会われても困るのよ！）

　エドガーとルーカスが遭遇してしまえば、学園でイーリスとルーカスが入れ替わっていることがバレてしまう。それだけは阻止しなければならない。

「だ、大丈夫です。見ず知らずの方にご迷惑をおかけするわけにはいきませんから」

「迷惑だなんて。困っているご婦人を放っておくことはできませんよ」

　甘い声でそう囁かれてイーリスは帽子をさらに深く被った。真っ赤になった顔を誰にも見られたくなかった。

（これは女タラシなんて噂が流れても仕方ないわよ！）

　見ず知らずの女性相手にもこんなにやさしくしてしまうのだ。もしこれが知り合いだったらどうなるだろう？　……勘違いしてしまう女性が絶対に出てくる気がする。

「……見たところどこかのご令嬢のようですが、よろしければ名前をお伺いしても？　お連れの方が見つからなければ家までお送りしますよ。俺はエドガー・グランホルムと申します」

「そ、その」

　きっと箱入りのご令嬢だと思ったのだろう。警戒させないように名乗りつつ、一際やさしい声でエドガーは話しかけてくる。

（これじゃあこっちが名乗らないのは失礼じゃない？　でも名乗るわけにも──）

　どうしようとイーリスが混乱して、いっそ走ってこの場から逃げてやろうかと思ったときだった。

「──イーリス！」

　自分を呼ぶルーカスの声が聞こえて、イーリスはぱっと顔を上げた。

　ルーカス、と思わず呼びそうになるのをぐっと堪える。

「ご親切にありがとうございました。連れが呼んでおりますので、これで！」

　エドガーがルーカスの姿を見つける前に、とイーリスが駆け出す。その瞬間、強い風に帽子が攫われてしまった。

「あっ」

　赤茶の髪が風に吹かれて揺れる。帽子が飛ばされたほうを見て、エドガーと目が合った。

（バ、バレた……!?）

　イーリスの帽子を拾い、エドガーが歩み寄ってくる。思わず俯いたイーリスの頭に、エドガーはそっと帽子を乗せた。

「気をつけて」

　それだけを言うと、エドガーは「それじゃあ」と立ち去った。

　目が合ったと思ったけれど違ったのだろうか、それとも、長い髪が風で乱されたせいでイーリスの顔はよく見えなかったのだろうか。どちらにせよ、どうにかバレなかったらしい。

「よ、よかった……」

　はー、と安心して息を吐いたところでルーカスがイーリスを見つけて駆け寄ってきた。なんだかとても疲れる買い物になってしまった。


＊　＊　＊


　休日に偶然エドガーと遭遇するというピンチがあったので、イーリスは自主的に三日ほど大人しくしていた。晴れた空を見ては自分の部屋でじっとしていることが苦痛だったので、三日しか続かなかったともいう。

　そういうわけでイーリスはちょっとだけ久しぶりに学園にやってきた。

　エドガーの牽制が効いたのだろうか。同級生から絡まれることもなければ、話しかけられることも激減し、イーリスの学園生活には平穏が戻ってきていた。イーリスが呼び止められるのはせいぜい教師に課題を渡されるときくらいで、それはルーカスにそっくりそのまま渡せばいいのでなんの問題もない。

（これならしっかり先輩を観察できるわね）

　近頃は本当に邪魔ばっかりでまったく観察できなかった。エドガーがリネーアの相手として相応しいか、見極める時間がまったく足りないではないか。

（……まぁ、先輩が悪い人じゃないのはわかっているのよ。たぶん……どちらかと言えばいい人なんだと思う。街でも私が困っていると思って話しかけてきたし）

　何度も助けられておきながらエドガーを悪人だなんて言うつもりはない。ただいい人だとしてもリネーアをしあわせにできるか、相性はどうだろうかというのは別問題だ。

　どこにいるんだろうとエドガーを探しながらイーリスはゆったりと歩く。校内のめぼしいところは探したので今は外を捜索中だ。

　エドガーはわりと外にいることが多い。天気のいい日なんかはよく日向ぼっこをしているようだ。

　どこかを目的地にすると絶対にたどり着かないから、イーリスはこういうとき適当に歩き回ることにしている。意外とそのほうがエドガーを発見できることが多い。

「あ」

　図書館の外で、イーリスはエドガーを発見した。

　しかもそのエドガーの膝の上には──

「猫！」

　イーリスの声に、すやすやと眠っていた猫はびくりと顔を上げた。金色の目をした黒猫だ。

「馬鹿、起きただろ」

「あ、ご、ごめんね……邪魔しちゃったね」

　エドガーがなだめるように猫の顎の下を撫でると気持ちよさそうな顔をしている。そしてまたエドガーの膝の上でくるりと丸くなり眠ってしまった。けっこう図太い猫のようだ。

「この子、野良猫なんですか？」

「さぁ？　野良猫って呼べるのかな。食堂の料理人とか、ここの司書とかにだいぶ餌付けされているみたいだけど」

　野良猫だったこの子を鼠取りのために、そのまま好きにさせているのかもしれない。

（……それにしても、やっぱりバレていないみたい？　特に反応ないもんね）

　街で話しかけられたときには焦ったが、あのとき会ったのがイーリスだとは気づいていないらしい。やっぱり顔は見られていなかったんだろう。

「先輩に懐いてますね」

「よく一緒に昼寝してるから」

（それはサボりなのでは……）

　イーリスが言えたことじゃないが、この人はこんなにサボり魔で成績は大丈夫なんだろうか。

　エドガーの膝の上で猫はごろんと寝返りをうっている。黒猫かと思ったが、お腹のほうは白い毛だ。

「かわいいなぁ……いいなぁ……」

　イーリスはうっとりしながら猫の様子を見つめていた。触ってみたいけれど、慣れていない人に触られたらきっと起きてしまうだろう。

「好きなの？」

「動物はなんでも好きです！　猫はル……家族が嫌いで、飼えないんですけど」

　ルーカスが、と言いかけて慌てて言い直す。ルーカスは小さな頃に猫に鼻の頭を引っ掻かれて以来大嫌いなのだ。

「触ってみたら？　ていうか重いし、そっちの膝に乗せてよ」

「え、でも嫌がるんじゃ……」

「こいつ、人馴れしてるから大丈夫だよ」

　そう言ってエドガーが寝ていた猫を持ち上げる。だらんと伸びた猫がそのままイーリスの膝の上に乗せられた。

（わ、ふわっふわだ……！　やわらかい……かわいい……！）

　おそるおそるイーリスが撫でてみると、エドガーの言った通り場所を移動させられたことは特に気にしていないようだった。ゴロゴロと上機嫌に喉を鳴らしていて、撫でられるのが気持ちいいらしい。

「気持ちいい？　ここ撫でられるのが好き？　ふふ……」

　頭を撫でたり背中を撫でたり、わりといろいろなところを触ってみるが嫌がる様子はない。エドガーの言う通り人に馴れているらしい。イーリスはすっかり表情を緩ませながら猫を撫でる。ふふ、と自然と笑みが零れてしまうから猫の癒し効果はすごい。

「かわいいな」

　隣から聞こえた声に、イーリスは自分の心の声が零れたのかと思った。

　エドガーを見ると、彼は目を丸くして、イーリスを見つめている。思わず口に出てしまったのだろう。

「先輩も好きなんですね、猫」

　重いとかなんとか言いながらもやはりかわいがっているらしい。にこにことイーリスが笑顔でそう言うと、エドガーは目を逸らした。

「いや、今のは……っていや、うん、猫。猫かわいいよな、猫」

　もごもごと口籠るエドガーに、イーリスはくすくすと笑った。

（ふふ、素直じゃないなぁ）

　猫が好きとか、かわいいとか言うのはもしかすると恥ずかしいのかもしれない。男の人はそういうのを素直に認めたがらないところがあることをイーリスは知っている。ルーカスがその筆頭のひねくれ者なので。

「……他に、なんか好きなものとかあんの？」

　照れ隠しなのか、エドガーが問いかけてくる。

「好きなもの？　たくさんありますよ。家族も好きだし、お菓子も好きだし」

　一番好きなのはリネーアだが、それを言うわけにはいかない。

「ふーん」

　聞いておきながら興味のなさそうなエドガーにイーリスもだんだん慣れてきた。この人、適当な相槌で聞き流しているように見せるところがある。でも実際はちゃんと聞いているし覚えているのだ。

「先輩はどんなものが好きなんですか？」

「女の子」

　即答だった。

「うわぁ……」

（予想以上に最低な答えが返ってきた……）

　先日の街での一件もあり、噂のような女の子を泣かせてばかりのただのろくでなし、というわけではないと思っていたのだけど、こうして即答されるとなかなかクズかもしれない。

「女の子が笑ってるのって、なんか安心するんだよな」

　顔を引き攣らせたイーリスを見てくすくすと笑いながらエドガーが続けた。イーリスがこういう顔をするとわかっていたみたいだ。

「え……なんでですか？」

　笑っている女の子が好きというのではなく、安心するというのはちょっと変わっている。

「弱々しくて守らなきゃいけない存在が笑っていられるなら、ああ今日も平和だなぁってならない？」

　エドガーの言葉に、イーリスは自分の膝ですやすやと眠る猫を見下ろした。なんとなく言いたいことはわかるような気がする。

　自分よりも弱い生き物がしあわせそうに笑っている。猫の寝顔を見るとほっと心が安らぐのと同じことだろう。

　ただイーリスにわからないのは、女の子がそういうか弱い存在だと言われることだ。

「……先輩にとって女の子ってそういうものなんですか？」

　だから困っている女性を見つけるとつい声をかけてしまうのだろうか。街で道案内していたことといい、ルーカスとはぐれたイーリスに話しかけてきたことといい。

「んー……そうかも。俺、兄弟姉妹いないし。親戚も男ばっかりだから身近に女の子いなかったし、母親はけっこう身体が弱かったからなぁ。女の子ってすごくか弱くて守らないとなって思うんだよね」

（……そっか、だからあんなに親切だしやさしくするんだ）

　守らなくちゃいけない存在だと思っているから、やさしくするんだろう。それはたいへん良いことなのだろうけど。

「……でも、女の子なら誰にでもやさしいのはどうかと思いますよ」

「なんで？」

　イーリスの呟きに、エドガーは首を傾げた。

　エドガーにとって女性は弱々しく守らなければならないもので、だからやさしくする。それは理解できる。

　けれどイーリスは女の子だから知っているのだ。実際は、女の子ってそんなにか弱くもないんだってことを。

　確かに体力や筋力は男性には劣ることもある。けどけっこう強かだったりするし、芯が強かったりもする。けっして守られているだけの子ばかりではないのだ。

「だってそれ、絶対女の子は誤解しますよ」

「誤解って？」

「この人は私のことが好きなのかなって」

　イーリスが知っているように、女の子はきっと皆わかっている。

　本当はか弱くない女の子は、無条件にやさしくされるわけがなくて、つまりやさしくされるということは──ちょっとだけ、特別なことなのだ。それをエドガーはわかっていないから女の人にだらしないなんて話になってしまうんじゃないだろうか。

「ああ、そうかもね。うちの屋敷にもよくお礼にって物とか手紙とか届いてるし」

　けろりとした顔でそう答えるエドガーに、イーリスはため息を吐き出した。

「……だから余計に悪い噂になるんじゃないですか？」

　というか、絶対そうだろう。女性から手紙や贈り物がよく届いているというエドガーを見て妬んだ男や無責任な人が誇張して話しているに違いない。

「俺の噂なんて別にどうでもいいよ。困っている女の子を放っておくほうが問題じゃない？」

　どうやらエドガーは行動を改めるつもりもないらしい。

「親切なのはいいことですけど……」

　でも、とイーリスは続けた。

「……特別な子ができたときに、きっとその子を傷つけると思います」

　誰にでもやさしいということは、誰も特別ではないということと同じだ。エドガーに好きな人や恋人ができたとして──それがリネーアである可能性が大いにあるわけで──それは、あまり喜ばれることではない。リネーアならきっと笑顔で我慢してしまうのだろうけど。

「それは……ちょっと困るかもしれないな」

　エドガーはそう呟いたあとで、自分でもそう感じたことに驚いたというような顔をしていた。

「……傷つけたくない、特別な子がいるんですか？」

「それは──いないけど」

（いないんだ……）

　エドガーの返答にイーリスはなぜかほっとした。ほっとするのと同時に、ちくりと胸が痛む。

（お姉様は、先輩にとって特別じゃないんだ……）

　それなら、婚約はどうなっているんだろう。順調に進んでいるのではないのか。リネーアは恋をしていても、エドガーはリネーアのことが好きではないのだろうか。



　猫と触れあった日以来、三日ほど雨が続いている。

　雨の日はイーリスは学園に行かない。人目を避けているイーリスが高確率で人と会わずにすむのは北の林だ。雨の日にずっと屋外にいるわけにもいかないので結局天気が悪ければイーリスはイーリスのまま家の中に引きこもることになる。

「イーリスはまだ不貞腐れているの？」

　朝食の席で黙り込んでいるイーリスに母親がそんなことを言った。珍しいわね、と付け加えられてイーリスは「え？」と目を丸くする。考え事をしていただけで、不貞腐れていたわけではなかったのだ。

「母さんと姉さんがいじめるからでしょう」

　なんの話だとイーリスがきょとんとしていると、ルーカスが助け船を出してくれる。すると母はふふ、と楽しげに笑った。

「あら、いじめているわけじゃないのよ」

「のけ者にしておいてよく言えますね。イーリスが寂しがり屋なの知っているのに」

　寂しがり屋じゃないもの、という抗議をしたかったがイーリスは黙ったままパンを口に放り込む。ルンダール家において、この二人の会話に割って入って無事な人間はいない。

「イーリスは最近あなたにべったりじゃない」

「双子なんだから仲が良いのは不思議なことじゃないですよ」

　にこにこと楽しげな母に、きっぱりと切り返すルーカス。この二人、中身がかなりそっくりなのだ。頭が良く、策士なところがあって──ちょっとひねくれている。

「まぁそろそろ意地悪もおしまいね。近いうちに顔合わせができると思うわよ」

　母の発言に、イーリスの手が止まる。

（……じゃあ、お姉様の婚約の話は順調なんだ……）

　エドガーとリネーアが婚約する。

　二人が並ぶ姿を想像して、イーリスは胃の中がぐっと重くなる。そのあと食べたはずの大好きなデザートの味をよく覚えていない。



　朝食のあとも、窓の外ではまだしとしとと雨が降っている。

　雨はあまり好きじゃない。外に出られないのは退屈だし、薄暗い空を見ていると気が滅入る。

　ルーカスはイーリスと違って雨の日が好きらしい。このしっとりとした空気がいいんだとよく言っていた。今もソファで寛いだまま本のページをめくっている。

「ねぇルーカス。動物が好きで動物にも好かれている人に悪い人っていないと思わない？」

　窓の向こうへ目を向けたまま、イーリスは問いかけた。問うというよりも呟きに近い声だった。

「……何、突然」

　ルーカスは本から目線を上げ、どこか心ここに在らずな片割れを見る。この三日ほど、イーリスはよく考え込んでいるような素振りを見せていた。そのうち知恵熱でも出すんじゃないかと思うほどだった。

「悪い人じゃないの、うん。むしろいい人なのよ。それに女好きっていう話も本人から理由を聞けたから納得できたし。ひねくれているけど、まぁ……やさしいところもあるし」

「ふぅん？　未来の義兄として合格ってことならいいんじゃないの？」

　ぶつぶつと呟いていたイーリスに、ルーカスが首を傾げる。

（未来の、義兄……）

　そうだ、イーリスがこうしてエドガーを見極めようと観察を続けていたのは、リネーアの婚約者として──未来の義兄として相応しいかどうかを知りたかったからだ。

　エドガーはいい人だ。それは間違いない。たぶん、リネーアと婚約してそのまま結婚しても、ちゃんと姉をしあわせにしてくれるだろう。

（でも、なんだかもやもやする……）

　胸の奥に何かが詰まっているような気がして、全然すっきりしない。

　気になることはもうないはずなのに。安心していいはずなのに。

　……リネーアの相手がいい人で良かったと、喜ぶべきところなのに。

「イーリス？」

　ルーカスが訝しげにイーリスの顔を覗き込んでくる。自分と同じ色の青い瞳に何か見透かされるような気がしてどきっとした。

「な、何？」

「それならもう入れ替わりは終わりでいい？　そろそろ大人しく部屋に籠もっているのも飽きてきたし」

「えっ……」

　そうだ、もうイーリスが学園に行く理由はなくなるのだ。

　あとはただ、リネーアの婚約者としてエドガーが紹介される日を待つだけでいい。勘のいいエドガーは入れ替わりに気づくかもしれないが、根はやさしいので姉を思ってのことなんだと言えば案外黙っていてくれるかもしれない。

　イーリスは元の生活に戻るだけ。──それだけだ。

「あっ……あと一回だけ、行ってもいい？」

　気づけば勝手に口が動いていた。そのことにイーリスは自分自身でも驚きながら、撤回はしなかった。

　だって、行きたいと思う気持ちは間違いなく嘘ではなかった。

「……どうして？」

　探るようなルーカスの瞳に、イーリスは一瞬言葉を飲み込んだ。

　これで終わりにしたくない。次にエドガーと会うのがリネーアの婚約者と、リネーアの妹という立場でなんてなんだか嫌だった。でもそれをうまくルーカスに説明できる気もしないし、何よりそんな理由でルーカスが頷くとも思えなかった。

「だ、だってこんな機会もう二度とないと思うし、学生っぽいことしてみるのも楽しかったし……さ、最後にもう一回食堂のランチを食べたいなぁ……なんて……」

　嘘ではないが本当のことでもない理由を連ねると、ルーカスは「ふぅん」と目を細める。どきどきしながら返事を待っていると、ルーカスはため息を吐き出した。

「まぁいいけど。最後にヘマはしないようにね」

「あ、ありがとう！」

　ぱっとイーリスの顔が明るくなる。簡単に納得してくれないだろうと思ったのだが、ルーカスは特に追究することもなかった。

（次で最後……）

　窓の外は依然薄暗いままだ。

　明日は晴れるだろうか、と思いながらイーリスはエドガーに会ったら何を話せばいいんだろうと考えていた。



	
			第五章

　数日続いた雨は夜のうちに止んで、翌日は見事な快晴だった。

　晴れたということは、イーリスにとっては学園に行ける日ということだ。そわそわと落ち着かない気持ちのイーリスを乗せてルンダール家の馬車はカールソン学園の門をくぐった。

「ルーカス？　朝に会うのは珍しいな」

　馬車を降りたところで、エドガーと会う。金の髪はきらきらしていて眩しいくらいだ。普段はちょっと澄ました顔をしているくせに、イーリスに会った途端にイタズラを思いついた少年のように無邪気に笑う。

　そんな顔が、イーリスはわりと嫌いではなかった。澄ました顔よりもずっと好きだった。けれど今日はエドガーと顔を合わせているのがなんだか居心地が悪い。

「あ、おはようございます……」

「おまえ、なんか顔色悪くないか？　変なものでも食べた？」

　からかうようにそう言いながらエドガーの手が伸びてくる。イーリスの顔に触れそうになった寸前、イーリスは一歩後ろに下がった。

　行き場のなくなったエドガーの手がそのまま宙をさまよう。エドガーの緑色の瞳が驚いたように丸くなって、イーリスは無性にいたたまれなくなった。

「あ、えっと、いっ……急ぐので！　それじゃあ！」

　そのままイーリスはエドガーから逃げるように走り去る。

（な、なんで逃げちゃうのかなぁ!?　でも今は顔を合わせにくいというか、会いたいけど会いたくないっていうか……）

　走りながらイーリスはぐるぐると考える。学園にもう一度行きたいと思ったときに浮かんだのはエドガーの顔だった。

　しかし実際に顔を合わせてみると、今度はリネーアの顔が浮かんだ。とても素敵な人なのよ、と恋をしたリネーアは相手のことを話しながら嬉しそうに笑っていた。

　今ならイーリスも認めることができる。エドガーはいい人だ。

　けれどどうしてだろう。なんだか妙に落ち着かない。胸の奥がもやもやする。悲しいわけでもないのに泣きたくなってくる。

　気づけば食堂の近くまで来ていたらしい。午前中の食堂には生徒の姿は当然ない。

　ほっと息を吐きながら、建物の裏に隠れるようにして身を潜めた。誰かに会うわけにもいかないし、今は一人になりたかった。

「あ」

　草の上で膝を抱えて座っていると、いつの間にか黒猫が傍に寄ってきてすり、とイーリスの足に頭をこすりつけてくる。

「おまえ、本当に人懐っこいね。私のこと覚えてくれたの？」

　顎の下を撫でてやると猫はゴロゴロと気持ちよさそうに喉を鳴らす。そんな様子を見ていると、ざわついていた気持ちが少し落ち着いてくる。

（ちょっと整理して考えてみよう）

　リネーアはとある青年に助けられ、恋に落ちた。相手がルンダール家と同じく伯爵家ということで、リネーアとの婚約は着々と進んでいる。もうすぐ正式に決まるだろう。リネーアを助けた青年というのが、おそらくエドガーなのだ。

「……でも先輩は、特別な子はいないって言ってた」

（お姉様の片思いってことなの？　だからお母様は私に教えてくれないのかしら）

　リネーアのことを好きにならないなんて、その目は節穴なのかと怒りたいところだ。なんならリネーアの素晴らしさをイーリスが直々に語ってやってもいい。

　しかしたとえリネーアの片思いであっても両家で話がまとまれば婚約は決まる。貴族の婚姻なんてそんなものだとイーリスは知っているし、お互いが愛し合って婚約に至るほうが珍しいくらいだと思う。

「でもそれって、お姉様はしあわせなのかしら。……先輩は？」

　エドガーは、このままリネーアと婚約してもいいんだろうか。

　今まで姉さえしあわせならそれでいいと思っていたくせに、ほんの少し空いた隙間にエドガーが割り込んできている。その上、二人のことを考えているとすぐに胸がもやもやとして居心地が悪い。この間からずっとそうだ。

　こんなことは初めてで、どうしたらいいのかわからない。

　結局、昼休みもエドガーに会うのが怖くて、購買で買ったパンをこっそりと一人で食べた。学園の食堂で食べることができるのは今日が最後なのにと思いながら、一人きりであることにほっとしていた。

（──いやいや！　これじゃあなんのために学園に来たのよ!?）

　パンをひとつ食べ終わる頃になると、イーリスは自分の理解不能な行動に苛立ちを感じ始めた。お腹が満たされたから頭も動き始めたのかもしれない。

「よし！　今からでも先輩を探してみようかな。食堂にまだいればいいけど……」

　二個目のパンを急いでもぐもぐと口の中に詰め込んで、イーリスは立ち上がる。

　そのときだった。

「見つけたぞ、ルーカス・ルンダール」

「……はい？」

　呼び止められたイーリスは口を布で塞がれる。薬品特有の匂いに眉を顰め、くらりと眩暈に似た感覚に襲われた。

　最後にヘマしないようにね、と言った片割れの顔を思い出しながらイーリスは意識を手放した。



　──大好きなリネーアがしあわせになれるなら、イーリスはそれで良かった。

　たとえリネーアの恋が実ることで、イーリスは一人でぽつんと恋を知らないままの子どもとして取り残されてしまっても、大好きな姉がしあわせであることはイーリスのしあわせでもあった。だからわかり合える人がいなくて寂しくても、きっと我慢できると思う。たぶん、きっと、大丈夫だ。そう言い聞かせてみてもちょっとだけ不安だったから、イーリスは想像してみた。

　綺麗なリネーアの隣に、エドガーが立っている姿を。

　エドガーは背が高いし、わりと整った顔をしているし、まぁまぁ悪くないと思う。美しいリネーアの隣にいても見劣りするようなことはない。むしろきっと、似合いの二人だと周りは褒めるだろう。

　リネーアが頬を染めながらエドガーを見上げる。そんなリネーアに、エドガーはやさしく微笑みかける。それはきっと物語のワンシーンのように素敵な光景で、イーリスはしあわせそうな姉を見て満足すればいいだけだった。

　でもなぜだろう。

　イーリスの胸はずっしりと重く、ちっとも晴れやかな気分にはなれない。

　寂しくて心細いのとは違う。置いて行かれたという気持ちになるわけでもない。思っていたような不安とはまったく別の感情が湧いてきて、イーリスは困惑した。

（お姉様がしあわせそうなのに、私は全然しあわせじゃない）

　微笑み合う二人に泣きたくなる。叫び出したいくらいの衝動に駆られながら、何を叫びたいのかもわからなかった。ぐちゃぐちゃとした黒い何かが自分を埋め尽くしてしまいそうで怖くなる。

　このままではきっと、笑顔で姉に「おめでとう」という祝福の言葉さえ言えない。



　ばしゃりと顔に水をかけられてイーリスが意識を取り戻すと、そこは見知らぬ場所だった。頬を水が滴り落ち、制服にじわじわと沁みこんでいく。

（あー……気分は最悪だわ）

　胸の奥はもやもやと何かが燻ったまま、そしてこんな粗雑な扱いを受けて喜べるはずがない。

「……もうちょっと穏便に起こしてくれてもいいと思うんだけど？」

　薬で眠らされ、ここまで運ばれたのだろう。それならそのままここに転がしておけばいいだろうに、わざわざイーリスを起こすということは言いたいことがあるのか、それともやりたいことがあるのか。

　どちらにせよ、あまりいい状況ではない。

（でも、怯えているなんて思われたくない……！）

　キッと睨みつけると、イーリスを見下ろす生徒は馬鹿にするように笑った。散々イーリスに嫌がらせしてきたうちの一人だ。

「おい、早くしろよ。誰かに見られるぞ」

「ああ」

　外からは急かす声が聞こえる。わかってはいたが、一人ではないらしい。

（どうにかして逃げるチャンスを見つけないと）

　万が一女だとバレたらと思うと背筋が凍る。まだバレていないらしいということだけが救いだ。

「こんなことしでかしてタダですむと思ってる？」

「ろくに登校もしないおまえより、俺たちのほうが先生たちには信頼されているに決まってる。誰がおまえの言い分なんて信じるんだよ？」

（うっ……そう言われるとその通りかも）

　ルーカス・ルンダールが登校していても授業に出ていない、というのは教師たちもとっくに気づいているだろう。成績がいいから大目に見られているだけで、教師の中には当然よく思っていない人もいるはずだ。

　おい、とまた急かす声が聞こえる。イーリスを見下ろした生徒は小さく舌打ちをした。

「世の中賢いだけじゃ生き残れないんだよ。ここでじっくり反省するんだな」

「ちょっ……！」

　肩を蹴られて、イーリスは尻もちをついた。その隙に生徒は扉を閉める。

　途端に中は薄暗くなった。人が通り抜けられないような大きさの小さな窓が天井近くにひとつあるだけで、あとは外の様子が窺えるものも光が入ってくるものもない。

「ちょっと！」

　扉を叩いて叫ぶが、外から聞こえる笑い声はどんどん遠ざかっていく。閉じ込められたのだ。

　どうにか脱出しようと扉を蹴ったりしてみたが、びくともしない。諦めて中を見回すと、随分と埃っぽい場所だと気づいた。古びたマットやら体育用具、何に使うかわからないようなものがいくつもある。

「……倉庫かな。外にはちょっと木も見えるし、校舎からは離れていそうだなぁ」

　以前に覚えた校内地図を思い出してみるけれど、外に倉庫らしき建物があった覚えはない。使う必要がないのか、それとも教えてくれたルーカス自身が知らない場所なのかはわからないが、人が偶然通りかかるようなところではなさそうだ。

　イーリスはマットの上に腰を下ろし、膝を抱える。手足が自由なのはありがたいけれど、脱出できそうもないこの状況ではむなしいだけだ。

「……どうしよう……」

　泣きたい気持ちを飲み込んで、それでも不安を小さく零す。

　イーリスの呟きは倉庫の中に鈍く響いて、そのまま誰かに届くこともなくかき消えていった。


＊　＊　＊


　エドガーは昼休みになると食堂の中で赤茶色の髪を探すが、今日はその姿を見つけることはできなかった。ルーカスの明るい髪色は人混みの中でもすぐに見つかるので見逃しているというわけではないだろう。

「どうした？　誰か探しているのか？」

「いや、別に」

　約束しているわけでもないし、ルーカスがいないからといって気にする理由はない。だが朝の逃げるように走り去る姿を思い出すとなんだか面白くなかった。ルーカスの後ろ姿は、先日街で出会った少女のものと重なって見えた。

　一瞬だけ見えたその少女の顔は、ルーカスにとてもよく似ていた。姉か妹か、はたまた親戚の誰かかもしれない。とても人見知りする子のようで、エドガーがどんなにやさしく声をかけても怯えていたけど、どうにも忘れられなかった。

　ルーカスに聞いてみようかと思っても、ルーカス本人と会っているときはその少女のことを忘れて目の前にいるやっかいで面白い後輩にばかりかまってしまう。最近はちょっとエドガーにも懐いてきたような気がしたのに、今朝のあれはいったいなんだったのか。

　今まで鬱陶しいくらいに人を見ていたくせに、と思いながら昼食をとる。どうせ放課後にはまた能天気な顔で寄ってくるはずだ。



　しかし放課後になってもルーカスは現れなかった。朝に一度会っているのだから、学園に来ていることは間違いない。

　学園に来ているのにエドガーの前に現れないというのはおかしい。授業はサボりがちのようだが、エドガーの近くには必ずと言っていいほど姿を見せていたのだ。

　……もしかしたら、ルーカスに嫌がらせをしていた連中がまた何かやったのかもしれない。

「いやいや、気にしすぎだろ」

　ルーカスやヘルマンに現場を見られて、あいつらも大人しくなっていたはずだ。エドガーは独り言を零して自分の中で浮かんだ嫌な予想を否定する。

　朝から様子がおかしかったし、早退した可能性だって十分にある。ルーカスだって、エドガーに会いに来ているわけではないはずだ。

　自分の想像を否定しては、何度も「いや、でも……」と悪い想像を繰り返す。

　そのうち悩むのも馬鹿馬鹿しくなり、エドガーはルーカスを探すことにした。短い付き合いながら、ルーカスを見つけることは得意になってしまっている。

「見つからなければ家に帰ったってことだろうし」

　言い訳を零し、エドガーは放課後になり人の少なくなった校内を歩く。ルーカスは人の少ないところで時間を潰していることが多い。

「──なぁ、本気で一晩放置すんの？」

「当たり前だろ？　それくらいしなきゃなんの効果もないって。あいつ意外と図太そうだし」

「でもさ、本当に身体が弱かったりしたらどうすんの？」

　そんな会話が耳に入ったのは、普段あまり使われない実験室などがある階を歩いているときだった。いい内容ではなさそうだなと思いながらエドガーは聞き耳をたてる。

「あんなに元気が有り余ってて病弱なわけあるかよ」

「そうだけどさぁ……」

　意外と図太そう。身体が弱いという噂がある。しかし本人は元気が有り余っている。

　会話から得た情報を頭の中で繰り返し、エドガーはため息を吐き出した。ルーカスのことじゃないか、それ、と。

　嫌がらせは落ち着いたと思っていたが、そうでもなかったらしい。

　一晩放置するということは、おそらくルーカスはどこかに閉じ込められているのだろう。外側から鍵をかけられるような場所は倉庫くらいだ。しかし普段から使われているような体育倉庫ならすぐに第三者に見つかる。

「ってことは、たぶん旧倉庫か……」

　林の奥にはかつて使われていた倉庫がひっそりとある。まったく使われなくなったガラクタや滅多に使わないものが詰め込まれていて、普段は誰も近寄らない。

「……しょーがねぇなぁ……」

　はぁ、とため息を吐き出してエドガーは旧倉庫へ向かうことにした。あの小柄なルーカスでは自力で脱出することなんてできないはずだ。このまま知らないフリをするのも寝覚めが悪い。

　──まったく、本当にやっかいな後輩ができてしまった。



　案の定というか、旧倉庫の入口には不自然に物が積まれていた。あまり使われていない倉庫とはいえいくらなんでも入口を塞ぐように物を置いたりはしない。

　エドガーはため息を吐きながら旧倉庫に近寄る。鍵がかかっていることを確認して、障害物を避けながら扉の隙間から中を窺った。残念ながら暗くてよく見えない。

「ルーカス？」

「……へ!?　せ、先輩!?」

　倉庫の中からは間抜けな声が聞こえる。しかしこれでルーカスが閉じ込められていることは確かだとわかった。

「あー……ちょっと待ってて」

　入口を塞いでいる丸太などを蹴り飛ばし、鍵に手をかける。誰も使っていないというのも間違いではないが、サボり常習犯の生徒たちの間では古びた鍵の開け方のコツが知れ渡っているのだ。

　ガチャ、と鍵が開く。扉を開けるとルーカスがそこにいた。縛られたり怪我をしたりはしていないようだとほっとする。ルーカスはエドガーの姿にちょっと泣きそうになっているみたいだった。心細かったのかもしれない。

　その顔に、らしくもなく庇護欲が湧いた。きっと女の子と似た顔をしているから脳が混乱しているのだろう。大丈夫だよとやさしく話しかけて抱きしめてやりたいなんて考えて──待て、相手は男だろと理性を総動員で働かせる。

「先輩、どうやって……」

　震えた声が問いかけてきたので、エドガーは苦笑しながら手を差し伸べる。

「いいから早く出てこいよ、ほんっとおまえ面倒事を起こしすぎじゃ──」

　ないの、とエドガーが続けようとしたところでルーカスの表情が強張った。

「先輩！　危ない！」

　ルーカスの緊迫した声にエドガーは振り返る。額を何かがかすめて、体勢を崩した隙をつかれて身体を押された。

　エドガーが倉庫の中に転がり込んだときには、さっと扉が閉められようとしていた。そのときにかすかに見えたのは蹴り飛ばしたはずの丸太を持った生徒の姿だった。

「くっそ！」

　慌てて起き上がって扉に追いすがるも、嘲笑うように扉は固く閉まり、ガチャンと無情な音が響く。助けに来たはずが、一緒になって閉じ込められたなんてかっこ悪いにもほどがある。舌打ちしながら八つ当たりのように閉まった扉を蹴ったがびくともしない。

「先輩、大丈夫ですか……？」

　ルーカスがおそるおそるというふうにエドガーの額に手を伸ばしてくる。その指先にわずかに血がついていた。エドガーの血だ。

「かすっただけだから大したことない」

　怒りと情けなさで今は痛みも感じなかった。額だからちょっと多めに出血しているかもしれないが、放っておいても問題ないだろう。

「でも、血が」

「すぐ止まるだろ、これくらい。おまえこそなんで濡れてんの？」

　見るとルーカスの髪は濡れていた。エドガーが肩に触れると、上着もしっとりと濡れている。今日は雨の気配もない晴天で、髪や服が濡れるようなことはないはずだ。

「さっきの奴らに水かけられて……」

「は？　クズかよあいつら……。風邪ひくだろ、脱げば？」

　日も当たらない倉庫の中で濡れたままの服を着ているなんて、どんどん体温が下がる。エドガーの言葉に、ルーカスは慌てて首を横に振った。

「えっ……いや、大丈夫です、そんなに濡れたわけじゃないし──」

　そう言いながらルーカスは小さく「くしゅんっ」とくしゃみをする。大丈夫だなんて言葉が途端に嘘くさくなる。

　一瞬の気まずい沈黙のあと、エドガーはため息を吐いた。

「くしゃみしておいて何言ってんの？　ここでおまえに体調崩されても困るんだけど」

「え、いや、ほんと大丈夫なので……！」

　往生際の悪いルーカスの上着に手をかける。中に着ているシャツはそれほど濡れていないようだが、首回りだけは水をかぶったのか肌に張り付いていた。抵抗する力も弱々しく、これじゃああんな連中相手に捕まるのも無理はない、と思いながらエドガーが上着を脱がそうとして、あまりに細い肩に動揺した。

　濡れたシャツから透ける肌色が、妙に艶めかしいものに見えた。肩が震えているのは、寒さだけが理由だろうか。……まるで、怯えているようではないか？

　──噂に聞くルーカス・ルンダールとは随分と印象が違う。

　ルーカスと出会ったばかりの頃、そう思ったことがあった。それをよりにもよって今思い出した。

「あー……とりあえず俺の上着を羽織っておけば？」

　ルーカスの上着から手を離し、代わりに自分の上着を脱いで差し出した。

　エドガーの手が離れると、ルーカスは傍目にもわかるほど肩の力を抜いた。その様子はまるで隠そうとしていることがあるのだと言っているようなものだった。

「い、いいんですか……？」

「濡れたやつは脱いだほうがいいと思うけど、好きにしたら。俺はなんか使えるもんないか見てくるから」

「ありがとうございます」

　エドガーが倉庫の中のものを見ていると背後から衣擦れの音が響く。その音に落ち着かない気分になって、エドガーはわざと大きな音をたてながら使えるものがないかと探した。

　こんな古い倉庫にあるのはガラクタばかりだ。内側から扉を壊せるようなものは特にない。あったとしても閉じ込めてきた連中が先に移動させているだろう。

「ダメだ、なんもないな」

「そろそろ日が暮れますね……」

　小さな窓から見える空は赤くなってきている。

　自分の上着を脱いでエドガーの上着を羽織っているルーカスは一段と華奢に見えた。袖は長すぎてそのままでは指先も見えない。

　これはやっぱりそうだよな、とエドガーはこっそりと息を吐く。

　ルーカス・ルンダールは女の子だ。

　いや、この子が本物のルーカスなのかも怪しいが、少なくとも今エドガーと倉庫に閉じ込められているのは女の子である。

　もともと華奢だなと思っていた。筋肉もまったくなく、柔らかい身体だとも感じていた。しかしここは男子校だ。女の子がいるだなんて考えもしなかったせいで、頭が正常に働いていなかったのかもしれない。

　──もしかしてこの子、街で会ったあの子なんじゃないの？

　よく似た顔も、同一人物なら当然だ。あのときの少女がやけに怯えていたのも、学園での知り合いに遭遇してしまったからなのだと思えば納得できる。

「……寒くなってきましたね」

　上着を替えたところで、ルーカスの髪は濡れたままだ。今は湿り気を帯びている程度とはいえ一度濡れている分、体温が下がっているんだろう。

「寒いならもっとこっち来る？」

「え……」

　エドガーは上着を脱いでいるものの、今はまだそれほど寒くはない。離れて座るルーカスに、隣に座るように促すと、彼女はきょとんと目を丸くした。

　いや邪な気持ちがあったわけではない、と言い訳しそうになったが、ルーカスはまだ自分が女の子だと気づかれたことに気づいていない。気づいていないのだから、ここでエドガーが言い訳をするのはおかしい。

「……体温が下がるのはまずいだろ」

「先輩は寒くないんですか？」

「俺はまだそこまで寒くないな。もとから体温は高いほうなんだよ」

　ほら、と言いながらエドガーは手を差し出す。躊躇いなく触れてきた手はすっかり冷たくなっていた。ルーカスの手は両手を使ってようやくエドガーの片手を包み込めるほどの大きさで、その小ささに少し動揺した。

「ほんとだ。あったかい」

「だから言ってるじゃん」

　素直にエドガーの手で暖を取る姿に、ふ、と笑う。

　ルーカスは一瞬考えるような素振りを見せたあとで、エドガーの隣に寄ってきた。肩が触れ合う。

　言い出したのはエドガーだが、警戒心というものはないのだろうか。さっきの一瞬の躊躇いが考えた時間なのだろうか。だとしたらちょっと短すぎるのではないか。

「誰か気づいてくれますかね……」

「どうだろうな。君の家の人間が気づくんじゃない？」

　わざわざ呼ばなくても帰る時間になればルンダール家の馬車はルーカスを迎えに来ている。いつまで経ってもルーカスが現れなかったら不思議に思うはずだ。

「先輩だって帰ってこなかったら心配されますよ」

「いやあんまり心配してないんじゃないかな」

　エドガーがしれっとそう答えると、ルーカスは眉を下げる。その顔が、ぺたんと耳を下げた犬みたいに見えた。

「俺はよく遊び歩いているからさ、夜遅くなっても気にされないってだけ」

「……それはそれでどうなのかと思いますが」

　素行があまりよろしくない自覚はある。学生のうちはたいていのことを大目に見てもらえるし、自由な時間があるので多少遊びまわっているだけでいかがわしいことをしているわけじゃない。家にいればそれだけ親からの小言を聞かされるだけだ。

「誰しもが家がものすごく居心地いいってわけじゃないでしょ」

「それは……そう、ですね」

　ごめんなさい、と素直に謝るルーカスにエドガーも困る。別にエドガーも、家族と険悪なわけじゃない。特別仲がいいわけでもないけれど。

「君のとこは絶対に心配してるでしょ」

　話題の中心を自分からルーカスに切り替える。隣にちょこんと座る女の子が一体誰なのか少しずつ暴きたくなった。誰なのかわかれば、あのときのように逃げられてもこちらから見つけることができる。

「そうですね……双子の弟がすぐ気づいてくれるんじゃないかなぁ……」

　双子の弟、という言葉にエドガーは思わず息を呑む。

「へぇ……双子なんだ」

「そうです。女と男の。顔は同じですけど似てないですよ」

　ふふ、と笑うルーカスにエドガーは「そうなんだ」と平静を装いながら返した。

　それってつまりそういうことじゃないだろうか。

　今目の前にいるルーカスは、つまりルーカス・ルンダールの双子の片割れってことなんだろう。だって女と男の双子で、今隣にいるルーカスは『双子の弟』と言った。本人は口を滑らせてしまったことに気づいていないようだけど。

「顔が同じなら似てるんじゃないの？」

「中身が違うので、顔もなんか違うんです」

「はは、それは見てみたいかもな」

「そ、れは……」

　ルーカスは明らかに言い淀んで、困ったように俯く。

　それはそうか、そんなことしたら自分が女の子だってバレてしまうから困るのだろう。こっちが気づいていると言っていいものかどうか悩ましいところだ。

　仮にも年頃の男女。本来ならこんな密室に二人きりというのは大変まずい。男同士ということになっているから、ルーカスも取り乱さずにいるのかもしれないと思えばエドガーも黙っているしかなかった。
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　ルンダール伯爵家にいた本物のルーカスが異変に気づいたのと、ルーカスの送り迎えをしている御者が屋敷に戻ってきたのはほぼ同時刻だった。

「もう日が暮れているのに、イーリスがまだ帰ってこないなんておかしい」

　イーリスはおてんばなところがあっても、根はけっこう真面目なのだ。学園の帰りに寄り道をするようなこともなければ、あまり遅くなるようなことだって一度もなかった。

　そのイーリスが、日が暮れてもなお帰ってきていないというのは異常事態だ。

　この際入れ替わりがバレても仕方ないとルーカスはイーリスの部屋から飛び出た。そして玄関ホールで困り果てた顔の御者を見つけたのだ。

「ルーカス様！」

「イーリスはどうした!?」

　実のところ、御者は入れ替わりのことを知っていた。そのほうがいいだろうと思ってルーカスが勝手に伝えておいたのだ。もちろんイーリスには言っていない。迂闊なイーリスのことだから油断してボロが出ると思ったのだ。

「やはり帰ってきていないのですね……!?　いつまで経ってもいらっしゃらないので、もしやと思ったのですが──」

　イーリスのことだから自力で帰ってきたのかもしれないと思ったらしい。ありえなくないからルーカスも御者を叱るわけにはいかなかった。

「学園に戻る」

　御者も詳しくは話してくれなかったが、これまでも学園で何かあったようだった。大方ルーカスを妬んだ連中に絡まれたとか、そういうことだろう。もともとルーカスも登校すると嫌味が飛んでくることがあったから想定済みのことではある。

　それよりも今学園にいるルーカス・ルンダールが女の子であることがバレていなければいいが、とルーカスは冷や汗を流した。

「ルーカス……？　どうしたの？」

　慌てて屋敷を出ようとするルーカスの背に、柔らかな声がそっと投げかけられる。

　その声にルーカスは足を止めた。

「──姉さん」

　首を傾げこちらを見てくるリネーアに、ルーカスはどうするべきかと頭を働かせる。

「今帰ってきたの？　そんなに慌てて……待って。今帰ったなら、どうして制服を着ていないの？」

　リネーアは聡明な女性だ。ふんわりとした雰囲気に誤魔化されてしまうが、その芯はしっかりとしているし、観察眼は確かなものだった。制服を着ていないルーカスに、すぐにおかしいと気づくくらいには。

「……説明している時間がないんです」

「あなたがそんなに慌てるってことはイーリスに関わることよね？　あの子、最近何をしているの？」

　やはりリネーアはイーリスが何かをしていることにも気づいていたらしい。それでも強く問いたださなかったのは、イーリスが拗ねている原因が自分だとわかっていたからだろう。

　しかしここでリネーアと話している時間が惜しい。一分一秒でも早く学園に行きたいのだ。

「気になるなら一緒に来てください。急いでいるんです」

「わかったわ」

　一切の説明がなくとも、リネーアは迷いを見せなかった。

　両親への釈明は帰ってきてからでいいだろうとルーカスは馬車に乗り込み、カールソン学園へと向かった。



	
			第六章

　すっかり暗くなった倉庫の中で確かなのは、右肩に触れるエドガーの体温だけだった。

（先輩を巻き込んじゃったなぁ……）

　一人でないことは心強い。けれど無関係のエドガーを巻き込んでこんな事態に陥っていることに申し訳なさが募る。

（私のこといないなって思って探してくれたんだもんね……やっぱりやさしい人なんだなぁ）

　そう考えると、じんわりと胸の奥が温かくなる。

　心配してくれたことも、わざわざ探してくれたことも嬉しい。こんなことになってもエドガーはイーリスに対して恨み言ひとつ言わなかった。文句を言われても怒って八つ当たりされても仕方ないのに、とイーリスは俯いた。

「まだ寒い？」

　隣に座るエドガーが首を傾げた。暗いとはいえ、時間が経つにつれだんだんと目が慣れてくる。それに小さな窓からはわずかながらに月明かりが入ってきていた。

「だ、大丈夫です」

　心なしかエドガーの声がいつもよりやさしいから、心臓に悪い。まるで大事な宝物にそっと触るみたいに話しかけられている気がする。

「でもまだ髪が湿ってるじゃん」

　するりと伸びてきた手がイーリスの髪に触れる。

（いやそれカツラだから！　あんまり触られるとずれそうで怖い！）

　緊張で身体を固くしていると、エドガーが困った顔をして「ごめん」と言いながら手を離す。その顔にイーリスは自分が悪いことをしている気分になって、目を伏せた。

（う……そんな顔しなくても……）

　エドガーに心配されるのは嬉しい。気遣われるのも、嬉しい。

　嬉しいと感じることに、罪悪感が湧いてくる。

　だってエドガーは──とそのあとに続く言葉をもう何度頭の中で繰り返しただろう。そのたびに胸がぎゅっと締め付けられてしまう。

（でも今、私はルーカスだから）

　エドガーに甘えても、許されるだろうか。後輩として、こんな状況がちょっと不安だから甘えているのだと言っても許されるだろうか。

「……もうちょっと、そばにいってもいいですか」

　消えてしまいそうな小さな声で乞うた。断られたらそれまでだと思いながら、なんとなくエドガーは断らないだろうと思っていた。

「いいけど……」

　思ったとおり、エドガーはダメとは言わなかった。イーリスは寒いからと言い訳を繰り返して、エドガーの腕に抱きついた。エドガーは体温が高くて、こうしているだけで温かい。それに、なんだかすごく安心するのだ。

「警戒心どこいったんだよ……」

　小さくエドガーが何かを呟いたので、イーリスは顔を上げる。

「先輩、何か言いました？」

「イイエ、何も」

　独り言だったのだろうかとイーリスは勝手に納得する。こうして腕にくっついていると、エドガーの顔も近いんだなと思った。その横顔は暗がりの中でも綺麗だなと思う。

「日が暮れてから一時間くらい経った？　そろそろ君の家の人間が気づいてもおかしくないんだけど」

「そうですね……」

　時計もないので時間がどのくらい経ったのかわからない。

　不安はあまりなかった。助けはきっと来るだろうと思っている。でもきっと、ルーカスと入れ替わっていたことはバレてしまうかもな、という予感もあった。

　これが最後だという約束だったから、バレてしまっても仕方ない。散々な最後だけど、こうしてエドガーと過ごせたから悪くはなかったのかもしれない。

（……いやいや。私ったら何を考えているの？　だって先輩は、お姉様の婚約相手かもしれないのに。ていうかこの状況ってまずいんじゃないの……？）

　安心するからなんていう理由でくっついていい相手ではないのではないか。いや、将来義兄になるというのなら家族みたいなものだし許されるのでは、とぐるぐる考え始めた。これが家族としての行為なら、なんの問題もないはずだ。

（お姉様の、好きな人なのに……）

　どうして自分は、この腕を離せないんだろう。もう大丈夫です、寒くなんてないです、そう言って離れるべきだ。たとえエドガーがイーリスのことを男の子だと思っているからとしても、これはリネーアに対して不誠実だろう。

　──でも、離れたくない。

　もう少しだけ、こうしていたい。もうすぐ終わってしまうのなら、その終わりまではこのぬくもりを離したくない。
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　ルーカスは学園の守衛には忘れ物をしたのだと言って校内に入った。御者にはそのまま待っているように告げ、リネーアと共に馬車を降りる。

　初めてやってきた学園にリネーアはきょろきょろと周囲を見回しながら首を傾げた。

「ねぇルーカス。どうしてイーリスが学園にいるの？」

「学園に来ていたのがイーリスだからですよ」

　端的にルーカスが答えると、リネーアは目を丸くした。しかしすぐに「あの子ったら……」と零しているので、予想外な展開でもなかったのだろう。理由は今のところまだわかっていないのかもしれない。

「イーリスはたぶん嫌がらせか何かでどこかに閉じ込められているんだと思います。教室などは見回りがいるはずだから、いるとしたら外の倉庫──」

　リネーアに説明しながら、ルーカスは予想を組み立てていく。空き教室かどこかなら第三者に発見される可能性が高い。学園の外に連れ出すのは難易度が高いし、そこまでするほどの根性もないはずだ。なら考えられるのは校内、しかしこの時間まで誰にも見つからないような場所。

　推測から導き出される場所はそう多くない。

「誰だ？　こんな時間に何を──」

　灯りと共に、男性の声がした。ルーカスが警戒してリネーアの前に立つものの、リネーアがルーカスの背後からひょっこりと顔を出す。

「ヘルマン様？」

「……リネーア嬢？」

　二人は顔を見合わせてきょとんとしている。

　ヘルマンという名前はルーカスの記憶にはない。家同士の付き合いがある人物ではないはずだ。

「なぜあなたが学園に？　それに……」

　ヘルマンがルーカスを見て、眉を寄せ首を傾げている。しっくりこない、違和感がある、そんな顔だ。まるでルーカスを知っているのに、知っているものとは違うと言いたげな様子だった。

「……ルーカス・ルンダールをご存知ですか」

「顔見知りという程度だが」

　ヘルマンの返答にルーカスは納得した。どうやらイーリスと会ったことがあるらしい。

「なるほど。僕と同じ顔でしょう？」

「ああ」

「双子ですから」

　当たり前ですね、とルーカスは笑う。しかしヘルマンはますます眉を寄せた。

「……リネーア嬢の家族にいるのは、男女の双子だったはずだが」

　ヘルマンが会ったことのあるルーカスが男なのに、今目の前にいる人物もまた男なのはおかしい。これではどちらも男ということになる。しかしどう見ても同じ顔で、双子というのは偽りでないことは確かだった。だからヘルマンは混乱しているし、納得できないのだ。

「ええ。そうですよ。あなたが出会っていたのがルーカスではなく、ルーカス・ルンダールのフリをしたイーリス・ルンダールだったというだけです」

　ルーカスが答えを告げると、ヘルマンは「なっ……」と言葉を失った。女性が男装して男子校にやってくるという発想がなかったのかもしれない。

「イーリスはどうしてそんなことをしたの。あなたの不登校を嘆いたわけじゃないでしょう？」

　姉さんの婚約者を見極めたかったそうで、とは言わなかった。それを話し出すとイーリスを探し始めるまでに時間がかかってしまう。

「それは本人の口から聞くべきでしょう。ひとまず探さないと。屋外で人を閉じ込められるような場所にいるはずです」

　物騒な言葉にヘルマンが眉を顰める。もともと愛想のない顔はそれだけでかなりの強面になった。

「閉じ込められているだと？」

「イーリスが帰ってきていないんです」

　ルーカスの答えに、ヘルマンは何かしらの心当たりがあるようだった。そんなまさか、などという言葉がまったくなく、ルーカスの言葉をすぐに信じている。

「それは大変だ、手を貸そう」

「でもヘルマン様にご迷惑をおかけするわけには……」

「困っている人を見過ごすわけにはいかないので」

　ヘルマンが少しぎこちなさげにリネーアに微笑みかける。そんなヘルマンを見つめ、リネーアはほっと安堵するように息を吐いた。

「手分けをしたほうがいいのかもしれませんが……姉さんを一人にするわけにはいきませんし、目星はついてますから行ってみましょう」

「イーリスのいるところがわかるの？」

　迷いない足取りのルーカスに、リネーアは問いかける。ルーカスは「ええ」と頷いた。

「馬鹿の考えることは単純ですから」
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　暗い倉庫の中でできることはあまりなく、ただエドガーにくっついて暖を取っていただけのイーリスはいつの間にかうとうとしていたらしい。あたたかなぬくもりは安心感と共に睡魔を与えてきたようだ。

「……んぅ？」

「起きた？　……まだ寝ててもいいよ」

　やさしい声が心地よく、すぐにまた睡魔が襲ってきた。頭を撫でられて、イーリスは猫のように目を細める。気持ちいい、もっとこうしていたい。

　すり、とエドガーの腕に頬をこすりつける。困ったように笑う気配があったが、イーリスの頭を撫でる手は止まらなかった。

　こんなふうにいつも、いつまでも、この人にやさしくされたい。大事にされたい。そんな願望が頭の隅をよぎった、そのときだった。

「イーリス！」

　外からイーリスを呼ぶ声がした。それは間違いなくイーリスの片割れの声だ。

　イーリスはぱっと目を開ける。ルーカスの声で睡魔は吹き飛んでしまった。

（ルーカス？　幻聴じゃないよね？）

　現実かどうかを確かめるようにイーリスがエドガーの顔を見ると、彼も扉を見つめて驚いている。どうやら幻聴ではないらしい。

「イーリス、聞こえてる？」

「ルーカス！」

「待ってて、今開ける」

　頼もしい片割れの声に、ほっとして力が抜けた。良かった、助けが来た。

　外では話し声がするから、ルーカスの他にも誰かいるのかもしれない。守衛だろうか、それともルンダール家の使用人の誰かを連れてきたのだろうか。腕っぷしに自信がないルーカスが用心棒代わりに連れてきたのだろうから、男性であるのは間違いない。

「先輩、外に出られますよ！」

　ひとまずこれで危機は脱した。イーリスは笑顔でエドガーを見上げた。助けが来たということに安心して、大事なことをあれこれすべて忘れてしまっていた。

「……ちょっと待って。誰か一緒にいるの？」

「え？　うん」

　外からルーカスの低い声がして、イーリスは素直に答えた。

（そっか、ルーカスは私だけが閉じ込められたと思っているんだ）

　そもそも閉じ込めた連中にしてみても、エドガーを巻き込んだことは予想外だったのだからいくら賢いルーカスでもここにエドガーがいるとは思わないだろう。

　そして五分もしないうちに扉は開いた。

「ルーカス！」

　イーリスは真っ先に目に入ったルーカスに抱きついた。ルーカスも呆れた顔をしているがしっかりと抱き返してくれるので、けっこう心配してくれたのだろう。

「……おまえも一緒だったのか、エドガー」

「まぁちょっと、不意をつかれて……」

　他の人の声に、イーリスは目を丸くした。使用人の誰かだと思ったのに、そこにいたのはヘルマンだったのだ。

（どうしてルーカスとヘルマンさんが一緒なんだろう？　知り合いだったっけ？）

「イーリス」

　状況がよくわからずに首をひねっていると、イーリスが世界で一番大好きな人の声がした。

　──こんなところにいるはずがないのに。

「……お、お姉様？」

　リネーアはにっこりと笑っていた。しかしそれが怒っているときの顔なのだということはイーリスの数少ない経験が教えてくれている。やさしい姉は滅多なことでは怒らないが、怒ったときは誰よりも怖い。

「ちょっ……ルーカス！　なんでお姉様が一緒なの!?」

　抱きついたままのルーカスの胸をぐらぐらと揺すった。

「こっちもいろいろ聞きたいよ……イーリス。なんで髪が湿ってるのさ。それにその上着……」

「あ。閉じ込められる前に水かけられちゃって……先輩が上着を貸してくれたの」

　一回りも二回りも大きい上着は、イーリスの小柄な身体をすっぽりと包み込んでいる。袖は捲らなければ手が見えないほどだ。

「濡れているカツラなんていつまでも被ってなくていいよ」

「ちょっ、ルーカス」

　はぁ、とため息をついたルーカスが問答無用でイーリスの頭からカツラを外す。押し込めていた長い髪がふわりと背に落ちた。幸いカツラの中の地毛はあまり濡れていなかったし、長い髪がすーすーとしていた首筋を覆ってあたたかくなったような気さえする。

「えーっと、ルーカス……じゃなくて、イーリスのほうがいいのかな」

　エドガーの声で自分の名前が呼ばれて、イーリスは我に返った。カツラはルーカスに奪われたまま、長い髪は女の子であることを声高に主張しているようだ。

（わ、私、さっきからルーカスルーカスって呼んじゃってた……!?）

　それでは自分がルーカスではないと言っているようなものだ。それにルーカスやリネーアにもイーリスと呼ばれていたから、もはや隠しようがない。そもそもカツラを外してしまった今、イーリスは少年には見えなくなっているだろう。

「えっ、えっと……」

　どこから話せばいいのだろうか、とイーリスは口籠る。ルーカスをちらりと見ても、彼は肩を竦めるばかりで助けてはくれないらしい。

「そろそろ問いただしてもいいかしら。イーリス、どうしてこんなことをしたの？」

　リネーアに厳しい顔で問われ、イーリスは泣きたくなった。

（お、お姉様が本気で怒ってる……!?　もしかして嫌われた!?）

　いやしかし、たとえリネーアに嫌われようともイーリスの姉への愛は消えるものじゃない。

　そんな簡単に消えるようなものなら、男装してまで学園に行こうなんて考えなかったはずだ。

「だってお姉様が婚約するかもしれないっていうのに相手の人を教えてくださらないから！　だからこっそりその人を見極めるためにはこうするしか……！」

　なかったんです！　と白状するイーリスに、三者三様の反応があった。リネーアは呆れ半分怒り半分で「もう」と呟いているし、エドガーはくすくすとおかしそうに笑っている。笑いごとじゃないのだと言いたい。そしてヘルマンは、目を丸くしていた。

「俺を？」

（そう、エドガー先輩を……ってあれ？）

「──ヘルマンさん？」

　イーリスの言葉に反応したのはヘルマンだった。きょとんとしてイーリスはリネーアとヘルマンの顔を交互に見る。

　相手を見極める、というイーリスに対して「俺を？」とヘルマンが言ったということは──

「……え？　せ、先輩じゃなくて……？」

「なるほどよくわかった」

　困惑しながらイーリスがエドガーを見ると、彼はそれだけで察したようだった。

「ずーっと俺のこと観察してたのは、俺がその婚約者だと思っていたからってわけか」

「うっ」

　まさしくその通りなのだが、はっきり言われると居心地が悪い。リネーアは頬に手を当ててため息を吐いている。

「それにしてもどうしてそんな誤解を……」

「姉さんたちがイーリスに何も教えないから、この学園の生徒で金髪の、最近ご令嬢とお近づきになったらしい男で目星をつけたので」

　混乱するイーリスの代わりにルーカスが答えると、エドガーは「なるほど」と笑った。

「その条件なら俺も当てはまる確率が高いな。むしろ俺のほうがヘルマンより当てはまるかもしれない」

　そもそもヘルマンはどんな令嬢と知り合いになったところで、それを自慢して歩くような性格をしていない。きっとイーリスはどうやってもヘルマンが婚約者だなんて気づくことはなかっただろう。

「ルーカスも、どうして止めなかったの？　男子校に一人でなんて……危ないじゃない」

「僕まで止めて、イーリスが一人で暴走したときのほうが問題でしょう？」

「……それは……」

　そうね、とリネーアが静かに頷いた。

（……暴走って。そこまでひどくないもの）

　しかしヘルマン以外の誰もが納得した顔をしているので、イーリスは頬を膨らませた。とんでもないことをやった自覚はあるが、それにしても周囲のイーリスの評価があんまりすぎる気がする。

「俺がリネーア嬢と婚約するのは不満か？」

　ヘルマンに問われ、イーリスは背の高い彼を見上げた。

　ヘルマンは誠実そうな人だし、かれこれ二回も彼に助けられている。いい人なのはもう十分に知っている。ヘルマンは浮気なんて絶対にしないだろうし、仕事も真面目にこなしそうだ。

　正直に言うと、文句のつけようがない。でもそれだけではダメなのだ。

「お姉様はすごくすごく素敵な人なんですよ」

「うん？」

　ぽつりと呟いたイーリスの言葉に、ヘルマンは真面目な顔で答える。突拍子もないことを言ったのに、真剣に聞いてくれるつもりらしいところもいい人だなぁ、と思わせた。

「とってもやさしいし、いつも穏やかだし、滅多なことじゃ怒りません。あ、でも怒ったときはすごく怖いんです気を付けてくださいね。女神様かというほど綺麗だし、礼儀作法は完璧です。どこにお嫁にいっても絶対にうまくやっていけます。けっこう芯はしっかりしていて言うことははっきりと言うので他人の意見に流されるようなこともありません。悩むようなことがあれば的確にアドバイスしてくれます」

　思いつく限りのリネーアの素晴らしいところを息継ぎなしで語る。これでもまだまだ序の口なのだが、とりあえずはこのくらいでと切り上げてヘルマンを見た。ヘルマンは微笑みながらイーリスの言葉をしっかりと聞いてくれていた。

「……ああ」

「世界で一番のお姉様なんです！」

　イーリスが大きな声でそう言うと、ヘルマンも肯定する。

「ああ、そうだな」

「だから世界で一番しあわせにならなくちゃダメだと思うんです！」

「そうなるように誠心誠意尽くそう」

　胸に手をあて、誓うようにヘルマンが答える。

「ちなみにこんなにめんどくさい妹がいます！」

「姉思いのいい子だ」

　イーリスが何を言ってもヘルマンは微笑んだまま百点満点な返答をする。うぐぐ、とイーリスはなんだか負けた気分になって言葉を詰まらせた。

「……そんなことを言うのはヘルマンさんくらいだと思います！」

　男装してまで姉の婚約者を品定めしようなんて人間をいい子と言えるなんて、どこまで懐が深いのか。今までリネーアにアプローチしてきた男性はもうとっくに白旗を上げて逃げ出しているところだ。

「そうか？」

　しかも本人は自覚していないらしい。

（もう！　こんなにいい人が相手なら、反対なんてできるわけないじゃない！）

　むしろ大賛成だと大声で叫びたいくらいだ。やっぱりリネーアはイーリスにとって素晴らしい姉だった。恋に落ちる相手まで文句のつけようがないなんて。

「……お姉様のことしあわせにしてくださいね」

「約束しよう」

　観念するようにイーリスが告げると、ヘルマンはしっかりと頷いた。

「イーリス、そろそろ姉さんが耐えられないかも」

「耐える？」

　ルーカスの声にイーリスが姉を見ると、リネーアは顔を真っ赤にして震えていた。ヘルマンと目が合うと「ひゃ」と小さな悲鳴を上げて恥ずかしそうに俯いている。

（……目の前で好きな人がしあわせにするとかどうとか言っていたんだものね！）

　恋する姉の様子はほんの少しだけ寂しいような気もするが、それ以上に嬉しくもある。

「今度、ルンダール家に挨拶に行ってもいいだろうか」

「お、お待ちしてます……」

　跪いてリネーアの手を握るヘルマンはまるでおとぎ話の騎士様みたいだった。これは恋をしたことがないイーリスですらちょっとときめいてしまう。

「……すげー疎外感」

　見つめ合うヘルマンとリネーアを横目にエドガーが苦笑している。疎外感があるのも当たり前だろう、エドガーはまったくの無関係なのだ。

　そのエドガーの額に赤い汚れがついているのが見えて、イーリスは青ざめた。

「そうだ先輩！　手当しないと！」

「え？　いやいや、もう血は止まってるし」

　エドガーが倉庫に押し込められたときの怪我がそのままだ。イーリスが青ざめたまま手を伸ばすと、見やすいようにかエドガーが腰を屈めた。おそるおそる前髪を掻き分けて確認する。灯りが足りなくてよく見えないものの、エドガーの言う通り血は止まっているみたいだった。イーリスの指先に新しい血がつくことはなかった。

「でもちゃんと消毒してくださいね……」

「はいはい、あとでね」

　口先だけできちんと消毒しなさそうだなとイーリスが思っていると、ぐいっと横から腕を引っ張られた。ルーカスだった。

「イーリス。やった奴らの顔と名前は覚えてる？」

「私がそんなにたくさん顔も名前も覚えられるわけないじゃない！」

　イーリスがきっぱりと言い切るとルーカスが可哀想なものを見るように頷いた。

「それもそうだね。簡単な特徴だけでもいいよ」

「特徴……？　ええと茶髪にそばかすの人がいたのは覚えてるわ」

「そいつはわかった。予想通りだ」

　そばかすはわかりやすい特徴だったからそれくらいは覚えている。しかしあとはぼんやりとした印象しか残っていない。

　イーリスが記憶を掘り返していると、エドガーが隣から付け加えてくる。

「あとはひょろくて背の高い黒髪と、金髪で眼鏡をかけたやつ」

「えっそんな人いました？」

「そいつらがここに君を閉じ込めたって話をしてた。俺を殴ったのはそばかす野郎だったけど他にもいたな」

　全員この間君に絡んできていた奴らだよ、とエドガーが告げた。おそらく今回関わっているのは五人程度。他の二人は前回で懲りたのだろう。

「うん、全員わかった」

　エドガーから特徴を聞き出したルーカスがそう言うのを聞いてイーリスは「ええ!?」と声を上げた。

「わかるの!?　ルーカスってば学園に来てないのになんで人の顔を覚えているの!?」

「イーリスとは頭の出来が違うからね」

　しれっと答えるルーカスにそれはそうなのだけど、とイーリスは頬を膨らませる。

「双子なのに不公平だわ！」

　そんな双子のやりとりにエドガーはくすくすと笑っていて、賑やかに話す三人にリネーアとヘルマンがそろそろ帰ろうと声をかけるのはそのあとすぐのことだった。
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　その後、家に帰ったイーリスは両親からたんまりとお叱りを受けた。しかしリネーアが宥めてくれたこともあり、もう二度としないという誓いと共にどうにかお許しを得ることができた。

　とはいえ、当分屋敷で自主謹慎ということになりそうだ。しばらくは両親もイーリスの行動に目を光らせていることだろう。

「あ……先輩の上着、どうしよう」

　部屋に戻りながら自分が着たままだったエドガーの上着を思い出してイーリスは途方に暮れた。

（返すにも学園にはもう行けないし……先輩、明日上着なしで大丈夫かしら？　替えがあるとは思うけど……）

「上着？　僕が返しておいてあげるよ」

　イーリスが困っていると、ルーカスが珍しくそんなことを言う。

「え？　ルーカスが？　でも……」

　ルーカスとエドガーは特に知り合いというわけでもないし、いいのだろうかという葛藤も生まれる。自分の手で返したいような気持ちも、ほんの少し。

「あんなに叱られたのにまさかまた学園に行く気？」

「そ、そうじゃないけど！　……じゃあお願いするね。お礼の手紙も書くからちゃんと渡してね？」

　交流もないグランホルム伯爵家へ突然上着を送るよりは、ルーカスに頼んだほうがいいだろう。

「はいはい、明日の朝までに書いておいてよ」

「えぇ!?　明日!?　明日行くの!?」

（あの不登校児のルーカスが!?）

　イーリスが驚いて声を上げると、ルーカスはむすりと不機嫌そうな顔をした。

「なんでそんなに驚くのさ」

「だってルーカスが試験でもないのに学園に行くなんて！」

　行くだけ無駄だとあんなに頑なに行かなかった学園に、いったいなんのために行くというのか。エドガーに上着を届けるためだけでないだろう。

「まぁそれはほら、後始末だよ後始末」

「……後始末」

　ルーカスはにっこりと笑った。その笑顔にイーリスは背筋がひやりとした。

「やられた分はやり返さないとね？」

「……ほどほどにね」

　やる気十分の片割れに、イーリスは苦笑まじりにそう告げる。

　閉じ込められたのはイーリスであってルーカスではないのだが、ルーカス・ルンダールに対しての嫌がらせだったのだから本人にも報復する権利はあるだろう。



　イーリスは部屋に戻り着替えると、エドガーの上着を使用人に預けた。埃っぽい倉庫の中にいたから少し汚れてしまっている。借りたものはちゃんと綺麗にして返さなければ。

（結局先輩はまったく無関係だったのに、一緒に閉じ込められちゃったり……迷惑かけちゃったなぁ……）

　引き出しから便箋と封筒を取り出す。万年筆を手に取ってイーリスは『エドガー・グランホルム様』と手紙を書き始めた。

　お決まりの簡単な季節の挨拶のあとに、今までのお礼と、改めて嘘をついていたことへの謝罪、そして借りた上着についての感謝を並べる。イーリス自身はそれほど手紙を書く機会はないのだが、一応これでも伯爵令嬢だ、手紙の作法くらい当然知っている。

「……本当は改めてお礼をって書きたいところだけど」

　今回の一件は、ルーカスとエドガーが閉じ込められたと学園には報告されるし、当然それは男装していたイーリスではなく、本物のルーカスであるという扱いになる。イーリスとエドガーに面識はないことになっているし、そうなるとイーリスがエドガーと連絡をとって会うのはおかしい。

「……もう先輩と会う機会はなかなかないだろうなぁ」

　学園でエドガーの姿を探して追いかけていたのは、日数にしてしまえばほんの数日のことだ。それなのに随分と濃い数日だった気がする。

（……楽しかった、のよね）

　学園での日々は楽しかった。話をする相手と言えばエドガーくらいだったのに、とても楽しかったのだ。

　遠くからエドガーを見たり、気づかないうちに見つかって驚かされたり、一緒にお昼を食べたり、猫と触れ合ったり。なんてことのないことばかりだけど、思い出すと胸がぽかぽかとあたたかくなるくらい、いい思い出になっている。

　だからそれがもうできなくなるのだと思うと、胸にぽかんと穴があいたように心もとなくなる。満ち足りていたものが突然なくなったかのような感覚だった。
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　散々なことがあった翌日、欠伸を噛み殺して歩いていると、エドガーは見慣れた赤茶の髪を見つけて「あ」と思う。

　あのあと風邪を引かなかっただろうか、と気になっていつものように驚かそうと近づく。しかしエドガーの手が触れる前にその人は振り返った。

「おはようございます」

　振り返ったその顔に、エドガーは硬直した。同じ顔、同じ目の色をしているのに、それは春と冬くらいの違いがあって、人違いだと思い知らされる。

　そうだ、彼がルーカスだ、と。

「……おはよう」

　そんなことを考えていたのだと悟られないようにエドガーは笑みを作った。

「朝にお会いできてちょうど良かった。お借りした上着です」

「え？　……ああ」

　ルーカスから紙袋を手渡され、その中身にエドガーは納得した。倉庫の中で寒いだろうと彼女に着せた自分の上着だ。

「手紙も預かっているので、あとで読んでやってください」

　誰からの、とは言われなくてもわかった。

「……風邪、引かなかった？」

　誰がとは言わなかった。ルーカスにもそれで十分に伝わっているらしく「ええ」と頷いた。

「頑丈なので、あれくらいじゃ風邪なんて引きませんよ」

「なら良かった」

　エドガーがほっと息を吐くと、ルーカスはじとりと睨むようにこちらを見上げてきた。睨みつけられるとやっぱり同じ顔なのにまったくの別人だなと思う。

「……犬猫と同じつもりでかまうならやめてくださいね」

　それは牽制だった。

　いい加減、誰にと言われなくてもエドガーもわかる。今この場で、二人の会話の中心にいるのはこの場にいないたった一人だ。

「犬猫と同じではないだろ……」

　エドガーも犬猫のように接したつもりは一度もない。女の子と気づくまでは男として接していたけれど、それはそれとして置いておく。苦笑を浮かべるエドガーに、ルーカスは冷えた目でさらに睨みつけてきた。

「女性として口説くつもりならなおさら、それ相応の覚悟でお願いします。泣かせるなら容赦しないので」

　低く呟かれた言葉に、エドガーの背中にひやりと冷たい汗が流れていく。

「……いやいやあの子もだけどおまえもけっこうなシスコンだろ!?」

「しっかりしてる姉さんならともかく、イーリスは間抜けだからろくでもない男に引っかかるんですよ」

「本人の目の前でろくでもないってはっきり言うか!?」

　本当のことを言って何か問題でも？　という顔をされ、エドガーは大きなため息を吐き出した。めんどくさい片割れがいるじゃん、と。

「……で？　昨日の今日で学園に来たのはこれのためだけ？」

「まさか。昨日の件の説明も必要でしょうし、何よりやられたままなんて我慢ならないので」

　ルーカスの声が一際低くなる。

「二度とバカなことを考えられなくなるように徹底的にやり返します」

　なるほど似てないな、とエドガーは思った。



　返ってきた上着には汚れ一つついていなかった。あんなに埃っぽい倉庫にいたのだから、汚れなかったはずがない。おそらく綺麗にしてくれたのだろう。

　手紙はきっと簡単なお礼が書かれているくらいだろうと思って読み始めて、エドガーは驚かされた。

　エドガー・グランホルム様、と書き始められた手紙はとても丁寧な文字で礼儀正しく文章が綴られている。男装して学園に侵入してきたおてんば娘が書いたとは思えない筆致だった。

　──ちゃんと女の子なんだなぁ、なんて思ってしまう。

「エドガー、怪我はちゃんと手当したのか」

　手紙を封筒にしまっていたところに声をかけてきたのはヘルマンだった。昨夜のイーリスと同じように心配してくるあたり、もしかするとヘルマンとイーリスは似たところがあるのかもしれない。

「昨日のうちに消毒したよ」

「それは良かった。……手紙か？」

　エドガーの手にある手紙をヘルマンが見る。教室で読んでいるなんて珍しいと思ったのだろう。エドガーは女性から手紙を受け取ることは珍しくないが、そういう類の手紙は受け取ってもすぐに読まない。教室なんかで読んでいたら誰に盗み見られるかわかったもんじゃない。

　でもイーリスからの手紙は、すぐに読もうと思った。やましいことはないということもあるけれど、何より彼女の様子が気になったからだ。

「……あのさ、ヘルマン」

　手紙を大事にしまい込みながら、エドガーは友人の名を呼ぶ。

「なんだ？」

「ちょっと頼みがあるんだけど」

　持つべきものは友だな、と思いながらエドガーはヘルマンに一つ、頼みごとをするのだった。


＊　＊　＊


　気持ちいいくらいに晴れた今日は、ヘルマンがルンダール伯爵家に初めて挨拶にやってくる日だ。リネーアとヘルマンの婚約話は順調に進んでいるし、来週はリネーアがヘルマンの家族へ挨拶に伺う予定なのである。

　イーリスはもちろんもう反対なんてしていない。だから今日もぱたぱたと動き回る姉の手伝いをしつつ、ヘルマンがやってくる前にお気に入りのドレスへ着替えた。将来の義兄をもてなす準備は完璧だった。

　──そう、完璧だったのだ。

「ど、どうして？」

　やってきた人物を見て、イーリスは用意していたとっておきの挨拶も頭から吹き飛んでしまった。おてんばなのは否定しないが、きちんとやろうと思えばできるのだと見せるはずだったのに。

　ぷるぷると震えながら、ヘルマンの隣で笑いながら手を振る人物を指さした。

「どうしているんですか!?」

　イーリスの叫び声に対して懐かしそうに笑うのは、エドガー・グランホルムだったのだ。

「こうでもしないと意外と箱入りなおてんば娘には会えなかったんだよ」

（箱入り？　誰のこと言っているんだろ？）

　首を傾げながらエドガーを見上げる。ヘルマンはリネーアと共に両親に挨拶しているし、ルーカスはつまらなさそうにその傍にいる。いつの間にやらエドガーの相手はイーリスに丸投げされてしまったらしい。

「先輩はいったい何をしにうちへ……？」

「俺、正確には君の先輩ではないんだけど」

　やんわりと先輩と呼ぶなと言われているようで、イーリスの胸はちくっと痛んだ。イーリスは学園の生徒ではないのだから、エドガーの言い分は正しい。

「あっ……えっと、エドガー様は……」

「さんでいいよ。なんなら呼び捨てでもいい」

「え？　その……じゃあエドガー……さん。あの、呼び捨てっていうのはいくらなんでもおかしいですよ、ね？」

　だってイーリスとエドガーはそこまで親しい間柄ではないはずだ。年だってエドガーのほうが上なわけだし、イーリスが呼び捨てにするのはなんだか『特別』なのだと主張しているようだ。

「そう？」

「そうですよ！」

（まさかそういうこと知らないとか？　そんなことある？　それとも女の子相手にはそうするの？）

　ありえなくはない、とイーリスは頬を膨らませた。なんだかおもしろくない。女の子にはやりすぎなくらいに気を使うエドガーのことだ、呼び方なんて小さなことなのかもしれないが。

「いくら俺でも、誰にでもそう簡単に呼び捨てにしていいよとは言わないけど」

　イーリスの心の中を見透かすようにエドガーがそう言う。きょとん、とした顔でそれを聞いたイーリスはその言葉を頭の中で繰り返し、じわじわと顔が熱くなる。

「じょ、冗談でもそういうこと言うのはいけないと思います！」

「冗談でもないんだよなぁ」

「なっ……」

　冗談じゃないならなんだというのだ！　とイーリスが混乱して言葉に詰まっていると、そんな二人の様子に気づいた母が楽しげに歩み寄ってくる。

「あらあら二人とも仲が良いのね。せっかくだもの、イーリスも婚約しちゃう？」

（婚約!?）

　突然飛び出してきた言葉にイーリスは飛び上がった。

「いやいやそんなノリで決めることじゃないですよね!?」

　しちゃう？　するする！　なんてそんな簡単に決められることじゃないはずだ。少なくともきちんと手順を踏んで進めるものだとイーリスは記憶している。

　しかし動揺しているのはイーリスだけのようで、エドガーは腰を屈めイーリスの顔を覗き込んでくる。

「嫌？」

　くすりと笑うその顔は、無邪気な少年のような雰囲気があって、イーリスはその顔に弱いのだと今気づいた。

「えっ……い、嫌では、ない……ですけど」

（でもまさかこうなるなんて考えてなかったからよくわからないっていうか落ち着かないっていうか！）

　あらあらじゃあいいんじゃない、となぜか驚くほど母が乗り気になっているようでイーリスは困惑した。このままだととんとん拍子に話がまとめられてしまう気がする。

「嫌じゃないなら問題なくない？」

「それもそうですね……じゃない！　私と先輩はそんなに親しくもなければお互いのこと知らないじゃないですか！」

　観念したらというように告げるエドガーに思わず頷きそうになるが、何度も言うようにそんな簡単に進めていいことではないはずだ。だってリネーアの婚約だって、正式に決まるまでは一ヶ月くらいかかっていたはずなのに。

「先輩じゃなくて」

「エドガーさんは！」

「うん」

　訂正されたのでやけくそのように名前を呼ぶとエドガーは嬉しそうに笑うので、イーリスは口籠もる。

　もうさっきからずっと心臓がうるさくて、身体中が熱い。そわそわと落ち着かなくて、それなのにときどき飛び跳ねてしまいたくなるくらいに浮かれている感じもある。

　こんな感覚、イーリスは知らない。知らなかったのだ、エドガーと会うまでは。

　このふわふわした気持ちの正体を掴みかけているけれど、認めるのはなんだかちょっとだけ悔しい気もした。だってイーリスはこんなにいっぱいいっぱいになっているのに、エドガーは余裕綽々の顔をしているのだ。

「……いいかげんにしてください」

　ぐいっと引っ張られたかと思うと、すぐ傍に自分にそっくりの顔があった。

「ルーカス」

　片割れの顔を見ると、身体中に巡っていた熱はじんわりと落ち着いてくる。

「イーリスはおてんばだけど初心なんですよ。あんまりからかわないでください」

「からかっているつもりはないけど？」

「からかっているんじゃないなら、なおたちが悪い」

　ルーカスの声が一際低くなった。こんなに低くて怖い声も出せたのかとイーリスは驚きつつ、二人を交互に見る。口を挟むタイミングがない。

「おまえ、こっちは年上で先輩なんだけど少しは敬ったらどうなの」

「敬うような要素がありましたっけ？」

　にこにこと笑い合いながらエドガーとルーカスが話をしている。内容はなかなか険悪だが、ルーカスがこんなにずけずけと物言うなんて珍しい。

「二人とも、仲がいいのね？」

　喧嘩するほど仲がいいというやつだ！　とイーリスがぱっと目を輝かせるとエドガーもルーカスもげんなりした顔でイーリスを見る。

「仲良くないよ」

「どこをどう見たらそう思うの……」

（そういうところが息ぴったりだと思う！）

　と、思うのだが、たぶんそれを言うと二人はまた嫌そうな顔をするだろうなと思ってイーリスはにこにこと笑うだけにしておいた。

　しばし二人は遠慮なく言い合ったりしていたのだが、ルーカスが母に呼ばれてしまった。ルーカスはじとりとエドガーを睨みつけたあと向こうへ行ったのだが──。

（あれ？　なんかまた二人きりになっちゃった？）

　この状況はもしかしてちょっと困ることになるんじゃないか、とイーリスが緊張で身体を強張らせる。

「イーリス」

　甘く柔らかい声がイーリスの名前を呼ぶ。

「え、あ、はい」

　その声の主がエドガーだと気づいて、イーリスは目を丸くする。初めて名前を呼ばれた。

「そういえば呼んだことなかったっけ。イーリスって呼んでもいい？」

「ど、どうぞ……？」

　思わず頷いてしまったが、特に親しいわけでもないのに呼び捨てというのはどうだろう、と思う。でも今更ダメですというのも変な気がした。それに、エドガーが嬉しそうな顔をしているのでダメとも言いにくい。

「まぁ、待つのは嫌いじゃないし」

　エドガーがイーリスを見つめて笑う。緑色の瞳にはやさしさが滲んでいて、見つめられただけでイーリスの心臓がどくんと跳ねた。

　するりと伸びてきたエドガーの手が、イーリスの長い赤茶の髪を一房持ち上げる。そのまま流れるように、その毛先に口づけた。

「もう少し君のペースに合わせてあげるよ」

　まるでおとぎ話のワンシーンのような光景に、イーリスは飛び出しそうになった悲鳴を飲み込む。

　だったらもっとゆっくり進んでほしい、と消えそうな声で呟くイーリスに、エドガーは楽しそうに笑った。



	
			エピローグ

　天気のいい午後は絶好の散歩日和というものだ。

　イーリスがカールソン学園に男装して通うというとんでもないことをやらかした日々から、かれこれ二ヶ月ほどが経っている。

　心地よい風を感じながら歩いているイーリスから少し離れた場所で、リネーアとヘルマンが綺麗な景色を眺めて楽しげに笑い合っていた。二人は相変わらず仲睦まじく、ちょっとだけイーリスも妬けてしまうくらいだ。

　ヘルマンのことは認めているし、二人の婚約は歓迎しているものの、リネーアを独占するのはどうかと思う！　とイーリスの不満が爆発したのは一ヶ月ほど前である。婚約した二人はそれはもう仲睦まじく、リネーアは口を開けばいつもヘルマンのことばかり話すのでイーリスはすっかり拗ねたのだ。

　イーリスが拗ねてしまったことを知ったヘルマンはすぐに謝罪にやってきた。浮かれてしまった、すまない、君のお姉さんを奪うつもりではなかったんだ、と。それはもうとても誠実な謝罪で、イーリスは拗ねていたことが恥ずかしくなってすぐに許したのだが──ヘルマンはそれから気を使ってくれて、イーリスも一緒にどうかとたまに誘ってくれるのだ。

　今日も婚約者同士である二人のお出かけにイーリスも同行したのだが──。

「……どうしてエドガーさんがいるんですか」

　貴族の令嬢らしく日傘を差しながら、イーリスは当然という顔で隣にいる青年を見る。

　大好きなリネーアと、尊敬できるヘルマンと一緒にお出かけだと楽しみにしていたところ、蓋を開けてみたらなぜかエドガーも一緒だったのだ。

「たまにはダブルデートもいいと思わない？」

「ダ……！　ダブルデートじゃないです違います！」

　それは二組の恋人同士が一緒に出かけるというやつで、イーリスとエドガーは恋人ではないのだから違う。これはしっかり否定しておかないと、エドガーは言葉巧みに外堀を埋めていってしまうのだ。既に五割は埋められてしまっているような気がする。

「嫌？」

「嫌ではない、ですけど」

　イーリスが否定すると、エドガーはいつもちょっと困った顔でそう問いかけてくる。ずるい。イーリスの答えはいつも一緒なのに何度も確かめてくるから、ずるい。

「嫌じゃない理由を、そろそろ考えてみてほしいんだけどなぁ」

「それは……」

　考えたことがなかったわけじゃない。いや、むしろこの二ヶ月ずっと考えている。答えももうほぼ出ているけれど、それをエドガーには告げていない。

　だってイーリスは、寂しがり屋だしすぐ拗ねるし、たぶんきっと、すごくヤキモチを妬くと思う。好きな人にとって自分は特別なただ一人でありたいと思ってしまう。エドガーが他の女の子にやさしくしていたら、それだけで絶対に嫌な気分になるだろう。

「嫌じゃないですけど、嫌です」

「……どういう意味？」

「エドガーさんは女の子皆にやさしくするから、私が嫌な子になりそうで嫌です」

　女の子は守らなきゃいけないと考えるエドガーを否定するつもりはないけど、今はそれをそういうものかと受け流すこともできないし、全然歓迎できない。

「傷つけたくない特別な子ができたから、今はもう女の子なら誰にでもやさしくしているわけじゃないよ」

　甘い声でそう告げられて、イーリスはぎゅっと日傘を握りしめた。

　──だって私には今でもやさしいじゃないですか、と。

　そう言いそうになって、そしてそれがどういう意味なのか理解して、顔が熱くなる。エドガーは蕩けるような目でこちらを見つめてくるから、ますます体温が上がっていくようだった。

　これはダメだ。これ以上この目で見つめられていたら捕まってしまう。

　もういいんじゃないの？　と思う自分もいたけれど、イーリスはまだエドガーに捕まるわけにはいかなかった。だって、彼の言葉が本当かどうかなんて今はまだわからないじゃないか！

「──しょっ」

「……しょ？」

　イーリスが声を絞り出すと、エドガーが首を傾げながらその言葉を繰り返す。

「将来の旦那様に相応しいかどうかしっかり見極めるまでまだ認めないんだから!!」
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